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平成30年度当初予算の概要
一般会計予算額　660億2,400万円

【対前年度（平成29年６月補正後）増減率　4.3 パーセント増】
　平成30年度の予算編成は、「選択と集中」の観点から事業を取捨選択し、限
られた財源を最大限有効に配分するよう努めるとともに、既存事業の見直しや
経常的経費について、マイナス５パーセントシーリング（経常的経費の予算要
求枠が前年度対比95パーセント以内のこと）に取り組みました。これらの取
り組みの中で米子の魅力を高め、またその魅力を内外に情報発信しながら、「住
んで楽しいまちづくり」を市民のみならず、多くの方に感じ取っていただける
よう、子育て支援や教育環境の整備等、子ども達の健やかな成長につながる施
策や、経済対策、防災、減災対策をはじめ、本市の発展に資すると考えられる
政策の具現化をスピード感をもって推進する予算編成内容としています。
■問合せ　財政課（☎２３－５３２２、 ２３－５３９０）

歳 入　　市の自主財源は約５割！
　

市
の
一
般
会
計
の
歳
入
予

算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
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て
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２
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９
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こ

の
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ち
、
自
主
財
源
は
、
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０
９
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で
、

前
年
度
よ
り
１
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
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加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
税
に
つ
い
て
、
法
人
市
民
税
、

個
人
市
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税
の
伸
び
を
見
込
む

一
方
で
、
評
価
替
え
に
伴
う
固

定
資
産
税
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減
に
よ
り
、
市
税

全
体
と
し
て
は
前
年
度
か
ら
１

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
減
少
を
見

込
ん
だ
も
の
の
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
伸
び
に
伴
う
寄
附
金
の
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お
よ
び
寄
附
金
を
活
用
す
る
た

め
の
基
金
繰
入
金
の
増
、
商
工

業
振
興
資
金
貸
付
事
業
の
増
に

伴
う
貸
付
金
収
入
の
増
な
ど
を

見
込
む
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
は
、

３
４
３
億
３
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９
１
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円
で
対

前
年
度
比
７
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
等
か

ら
地
方
交
付
税
お
よ
び
臨
時
財

政
対
策
債
（
地
方
交
付
税
の
財

源
不
足
か
ら
発
行
す
る
地
方
債

で
、
後
年
度
の
市
の
償
還
に

合
わ
せ
地
方
交
付
税
と
し
て

全
額
交
付
さ
れ
る
）
の
増
を
見

込
ん
だ
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か
、
投
資
的
事
業

の
増
に
伴
う
地
方
債
発
行
の

増
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ど
に
よ
り
、
全
体
で
は
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億
２
９
９
０
万
円
の
増
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
臨
時
財
政

対
策
債
を
除
い
た
実
質
的
な
地

方
債
は
、
約
37
億
円
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
予
算
総
額

に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合

は
、
前
年
度
よ
り
１
・
５
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
て
、
48
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

区 分 予 算 額 対前年度増減率（％）

自
主
財
源

市 税 183億4,902万円 △ 1.0
諸 収 入 87億6,611万円 1.7
使用料及び手数料 21億3,341万円 △ 2.7
繰 入 金 9億3,701万円 81.9
財 産 収 入 ほ か 9億3,230万円 8.2
分担金及び負担金 5億7,224万円 0.0

依
存
財
源

国 庫 支 出 金 106億4,670万円 8.6
地 方 交 付 税 90億8,548万円 1.5
市 債 57億 867万円 17.0
県 支 出 金 50億7,223万円 5.5
贈与税・交付金 38億2,083万円 7.2

合 計 660億2,400万円 4.3

市税
27.8％

諸収入
13.3％

財産収入ほか
1.4％

繰入金
1.4％

分担金及び負担金
0.9％

国庫支出金
16.1％

地方交付税
13.8％

県支出金
7.7％

自主
財源
48.0％

依存
財源
52.0％

市債
8.6％

譲与税・交付金
5.8％

使用料及び手数料
3.2％

歳入

（△はマイナス）



区 分 予 算 額 対前年度増減率（%）
義
務
的
経
費

扶 助 費 176億 61万円 8.6
人 件 費 73億4,217万円 1.0
公 債 費 58億4,709万円 △ 3.5

計 307億8,987万円 4.2
投
資
的
経
費

普通建設事業費 61億 111万円 13.0
内
訳
補助事業費 46億8,084万円 24.9
単独事業費 14億2,027万円 △ 14.0

災 害 復 旧 費 － 皆減
計 61億 111万円 13.0

消
費
的
経
費

補 助 費 等 92億 525万円 31.8
物 件 費 68億4,586万円 2.5
維 持 補 修 費 7億2,602万円 1.6

計 167億7,714万円 16.6
そ
の
他
の
経
費

貸 付 金 75億4,668万円 2.4
繰 出 金 38億3,816万円 △ 36.0
そ の 他 9億7,104万円 57.9

計 123億5,588万円 △ 11.6
合 計 660億2,400万円 4.3

性質別

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
出
予
算
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
は
、
民
間
移
管
に

伴
う
母
子
生
活
支
援
施
設
運
営

事
業
の
皆
減
の
ほ
か
、
生
活
保

護
扶
助
費
や
児
童
手
当
事
業
等

が
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
保
育

関
係
経
費
、
障
が
い
関
係
の
給

付
費
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
、
４
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

市
の
歳
出
の
中
で
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
木
費
は
、
事
業
完
了
に
伴
う

市
道
尾
高
福
万
線
（
福
尾
橋
架

替
）
事
業
の
皆
減
な
ど
が
あ

る
も
の
の
、
米
子
イ
ン
タ
ー
周

辺
工
業
用
地
整
備
事
業
に
係
る

市
道
整
備
事
業
等
の
皆
増
の
ほ

か
、
米
子
駅
南
北
自
由
通
路
等

整
備
事
業
等
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
14
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
福

米
西
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
改
修
事

業
等
の
皆
増
の
ほ
か
、
住
吉
体

育
館
整
備
事
業
、
加
茂
公
民
館

整
備
事
業
、
米
子
城
跡
保
存
整

備
事
業
、
小
・
中
学
校
の
準
要

保
護
生
徒
就
学
援
助
事
業
等

の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
８
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
か
ら
な
る
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
、
対
前
年

度
比
４
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
り
、
歳
出
予
算
総
額
に
占

め
る
割
合
が
46
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
と
引
き
続
き
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公

債
費
が
３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
と
な
っ
た
も
の
の
、
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事

業
、
私
立
保
育
所
等
支
援
事
業

等
の
子
育
て
関
係
、
障
が
い
者

施
設
支
援
事
業
等
の
障
が
い
関

係
の
給
付
費
等
が
伸
び
た
こ
と

に
よ
り
扶
助
費
が
８
・
６
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
は
、
米
子
駅
南
北
自
由
通
路

等
整
備
事
業
や
住
吉
体
育
館
整

備
事
業
、
加
茂
公
民
館
整
備
事

業
、
和
田
浜
工
業
団
地
内
市
道

改
良
事
業
、
米
子
イ
ン
タ
ー
周

辺
工
業
用
地
整
備
事
業
に
係
る

市
道
整
備
事
業
等
の
増
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
13
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳 出　　社会保障費などの民生費が４割

扶助費
26.7％

人件費
11.1％

普通建設事業費
9.2％

義務的経費
46.7％

投資的経費
9.2％ 公債費

8.9％

物件費
10.4％

補助費等
13.9％

維持補修費
1.1％

貸付金
11.4％

その他
1.5％

繰出金
5.8％

性質別

その他の経費
18.7％

消費的経費
25.4％

区 分 予 算 額 対前年度増減率（%）
民 生 費 261億8,760万円 4.7
総 務 費 86億7,410万円 4.9
商 工 費 81億5,460万円 1.9
土 木 費 58億8,713万円 14.8
公 債 費 58億4,710万円 △ 3.5
衛 生 費 51億1,796万円 2.0
教 育 費 41億8,330万円 8.0
農 林 水 産 業 費 12億 655万円 0.4
議 会 費 3億3,461万円 △ 0.1
そ の 他 4億3,106万円 6.0
合 計 660億2,400万円 4.3

目的別

民生費
39.7％

総務費
13.1％

商工費
12.4％

公債費
8.9％
土木費
8.9％

教育費
6.3％
衛生費
7.8％

農林水産業費
1.8％

議会費
0.5％

その他
0.6％

目的別

（△はマイナス） （△はマイナス）

※前年度予算は、29年度６月補正後の予算額



主な事業 予算額
伯耆国「大山開山1300年祭」推進事
業 3,592万円

●第３回山の日記念全国大会開催地実行
委員会運営費 736万円

米子城跡保存整備事業 3,390万円
米子城・魅せる！プロジェクト事業 577万円
淀江地区スポーツツーリズム拠点化事業 24万円

●伯耆古代の丘公園整備事業 100万円

歴史と文化に根差した
まちづくり

主な事業 予算額
　米子インター周辺工業用地整備事業 2億6,070万円
　和田浜工業団地整備事業 1億5,088万円
　米子駅南北自由通路等整備事業 7億1,531万円
　市道安倍三柳線改良事業 2億8,401万円
●弓浜荒廃農地対策事業 835万円
企業等農業参入促進支援事業 360万円
集落営農体制強化支援事業 370万円

●中山間地域を支える水田農業支援事業 130万円
観光案内所運営費 1,176万円
「ＹＯＫＯＳＯ！大山山麓」地域連携
推進事業 1,399万円

皆生温泉圏域観光拠点事業 338万円
●地域おこし協力隊活用による大山パ
ワーブランド化推進事業 804万円

●山陰デスティネーションキャンペーン
推進事業 175万円

●観光案内看板設置事業 140万円
企業立地促進補助金 9,395万円
６次産業化推進事業 4,200万円

経済の活性化

の 主 な 施 策
：国の補正予算に連動した３月補正対応分を表しています。）

自主財源　地方自治体が自主的に収入することができる財源。多いほど市独
自のサービスが実施でき、行政活動の自主性と安定性が確保される

依存財源　国や県の意思によって定められた額を交付されたり、割り当てら
れたりする財源

国庫支出金　資金の使い道を指定して地方自治体に国から交付されるお金
市債　長期間にわたって利用する、多額の経費が必要な学校や庁舎などを建
設する際に、市が政府や銀行などから調達する長期的な借入金

地方交付税　収入が少ない市町村でも一定水準の行政サービスを提供できる
ようにするため、国から交付されるお金

臨時財政対策債　地方交付税の財源の不足を補うために特例として発行され
る地方債。後年度の償還費用は国が全額を負担する

譲与税・交付金　国や県が徴収した税の一部を、一定の基準で地方自治体に
配分するお金

民生費　子どもやお年寄り、障がいのある方などへの福祉のためのお金
総務費　庁舎や財産の維持管理、戸籍の管理、税金の徴収などのためのお金
商工費　商工業・観光の振興のためのお金
土木費　道路や公園の整備など、まちづくりのためのお金
公債費　借入金返済のためのお金
衛生費　健康診断や予防接種、ごみの回収処理などのためのお金
教育費　小中学校の施設の整備や文化の振興などのためのお金
義務的経費　人件費、扶助費、公債費で構成され、その支出が義務づけられ、
簡単に削減することができない経費

投資的経費　普通建設事業費、災害復旧事業費で構成され、道路、橋、公園、
学校の建設などの社会資本の整備に要する経費

扶助費　法令に基づいた生活保護費や児童手当などの支給や、市が単独で行
なう各種扶助のための経費

人件費　議員の報酬、職員の給与などの経費
普通建設事業費　道路、橋、学校、庁舎など、公共施設・公用施設の新増設
の建設事業に必要とされる投資的な経費

補助費等　市から他の団体などに対して、行政上の目的により交付される現
金的給付に係る経費

物件費　賃金、旅費、需用費などの消費的性質をもつ経費

【財政用語の解説】

※ 29年度は専決処分による繰上充用金を除外した６月補正後の予算額

区 分 平成30年度
予算額

平成29年度
予算額

対前年度
比（%）

上
水
道
事
業

収 益 的 収 入 36億3,968万円 35億9,766万円 1.2
収 益 的 支 出 34億 592万円 31億8,370万円 7.0
資 本 的 収 入 6億8,032万円 5億8,562万円 16.2
資 本 的 支 出 19億 774万円 16億8,142万円 13.5

工
業
用
水
道
事
業

収 益 的 収 入 2,313万円 2,286万円 1.2
収 益 的 支 出 2,228万円 2,188万円 1.9
資 本 的 収 入 0万円 0万円 0.0
資 本 的 支 出 355万円 54万円 657.4

下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 60億2,039万円 ー ー
収 益 的 支 出 56億7,885万円 ー ー
資 本 的 収 入 30億 911万円 ー ー
資 本 的 支 出 48億 445万円 ー ー

企業会計 （△はマイナス）

区 分 平成30年度
予算額

平成29年度
予算額

対前年度
比（%）

一 般 会 計 660億2,400万円 633億 111万円 4.3

特

別

会

計

国民健康保険事業 144億9,699万円 172億9,184万円 △ 16.2
住宅資金貸付事業 111万円 111万円 0.0
土地取得事業 4,850万円 5,587万円 △ 13.2

下 水 道 事 業 地方公営企業法の
財務規定を適用 61億3,493万円 －

駐 車 場 事 業 1億8,023万円 5,754万円 213.2

農業集落排水事業 地方公営企業法の財務規定を適用 7億3,312万円 －

市営墓地事業 2,000万円 2,097万円 △ 4.6
介護保険事業 143億 262万円 138億 92万円 3.6
後期高齢者医療 18億 791万円 17億 175万円 6.2
米子インター
周 辺 工 業 用
地 整 備 事 業

2億6,393万円 4億8,170万円 △ 45.2

和田浜工業団
地 整 備 事 業 5億5,000万円 0 皆増

会計別でみた予算 （△はマイナス）



主な事業 予算額
●避難標識等整備事業 35万円
●洪水ハザードマップ更新事業 815万円
●福祉避難所整備事業 45万円
防犯対策推進事業 1,476万円

　無線放送施設整備事業 3億 580万円

主な事業 予算額
●非常用電源整備事業 1,048万円
消防団車庫整備事業 3,940万円
消防ポンプ自動車整備更新事業 1,983万円

●消防可搬ポンプ更新事業 250万円
消防団装備資機材整備事業 603万円

防災・減災への取組

主な事業 予算額
☆小学校長寿命化改修事業 8億6,402万円
☆加茂中学校空調設備整備事業 6,771万円
☆小学校特別教室等空調設備改修事業 7,048万円
小学校特別教室等空調設備改修事業 3,670万円

●福米西小学校校舎増築事業 2,777万円

主な事業 予算額
準要保護児童（生徒）就学援助事業（小・
中学校） 1億 386万円

小・中学校防球ネット等整備事業 1,726万円
●小・中学校外壁等改修事業 3,600万円
●駐輪場整備事業 462万円
●中学校渡り廊下改修事業 320万円

教育環境の整備

主な事業 予算額
●こども総合相談窓口運営事業 1,631万円
５歳児健康診査事業 600万円
障がい児通所等給付事業 3億6,823万円
障がい児者在宅生活支援事業 564万円
放課後児童対策事業（民間児童クラブ） １億7,367万円
放課後児童クラブ施設整備事業 1,260万円
公立保育所運営事業 13億4,610万円

主な事業 予算額
私立保育所等支援事業 28億6,247万円
子どものための教育・保育給付事業 24億8,875万円
保育所等整備事業 2億 75万円
子育て短期支援利用事業 197万円
母子生活支援施設入所事業 4,952万円
がん検診事業 3億1,183万円

●公共交通活性化推進事業 524万円

高齢者、子育て世帯など、人にやさしいまちづくり

ま ち づ く り の 基 本 目 標 ご と の
（表中の記号は、●：新規事業　☆

主な事業 予算額
●シティプロモーション推進事業 150万円
伝わる広報推進事業 100万円

●わかりやすいまちづくり（道路通称名）
推進事業 281万円

道路整備事業 1億8,130万円
道路維持補修事業 2億8,821万円

☆道路維持補修事業 7,000万円
市営住宅長寿命化改善事業 2億6,378万円
公園施設長寿命化事業 3,550万円

主な事業 予算額
●がけ地近接等危険住宅移転事業 803万円
橋りょう補修事業 1億8000万円
準用河川改修事業 7,470万円

☆準用河川改修事業 1億4,700万円
クリーンセンター基幹的設備改良工事 15億5,692万円
加茂公民館整備事業 7,923万円
住吉体育館整備事業 4億2,889万円

●淀江地区光ファイバ網整備事業 6,000万円

その他



米
子
産
ポ
ン
プ

　
世
界
の
舞
台
へ

　

株
式
会
社
鶴
見
製
作
所
米
子
工
場
で
製
作
さ
れ
る
大
型
水
中
ポ
ン
プ
が
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
場
『
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
会
場
』
に
設
備
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

株
式
会
社
鶴
見
製
作
所
（
本
店
：

大
阪
市
鶴
見
区
）
は
水
中
ポ
ン
プ
を

主
力
と
し
た
各
種
ポ
ン
プ
製
作
・
販

売
等
を
手
掛
け
、
大
正
13
年
創
業
以

降
、
か
ん
が
い
用
ポ
ン
プ
の
開
発
の

成
功
を
機
に
、
国
内
外
で
水
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
独
自
ポ
ン
プ
技
術
に

よ
り
「
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
」

に
必
要
と
さ
れ
る
安
全
で
快
適
な
暮

ら
し
と
産
業
の
基
盤
を
支
え
る
企
業

経
営
を
実
践
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
に
は
、「
米
子
工
場
」（
夜

見
町
２
７
０
０
番
地
）
の
操
業
を
開

始
し
、
平
成
21
年
〜
平
成
24
年
に
は

工
場
増
設
・
研
究
施
設
増
設
、
事
務

所
棟
増
設
な
ど
、
積
極
的
な
設
備
投

資
や
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
、
本
市

の
発
展
に
寄
与
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
株
式
会
社
鶴
見
製
作

所
が
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
場
整

備
に
お
い
て
『
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
会
場
の
ポ
ン
プ
設
備
工
事
』
を
受

注
さ
れ
ま
し
た
。
本
工
事
は
都
立
葛

西
臨
海
公
園
の
隣
接
都
有
地
に
新
し

く
整
備
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て
、
株

式
会
社
鶴
見
製
作
所
が
製
作
す
る
水

中
ポ
ン
プ
を
利
用
し
、
水
路
に
人
工

的
に
流
れ
を
作
り
出
す
こ
と
を
実
現

し
た
、
国
内
初
の
人
工
カ
ヌ
ー
・
ス

ラ
ロ
ー
ム
コ
ー
ス
の
整
備
を
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
施
設
に
導
入
さ
れ
る

大
型
水
中
ポ
ン
プ
の
内
４
台
が
米
子

工
場
で
製
作
さ
れ
ま
す
。

　

元
来
、
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
競

技
は
、
自
然
の
川
の
流
れ
を
利
用

し
、競
技
を
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、

近
年
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
水
量

や
流
れ
の
緩
急
を
管
理
し
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
競
技
を
実
施
で
き
る
人
工

コ
ー
ス
が
世
界
の
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
人
工
コ
ー
ス
の
肝
と
な

る
、
競
技
に
必
要
不
可
欠
な
水
中
ポ

ン
プ
が
米
子
で
製
作
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
本
市
に
と
っ
て
、
大
変
誇

ら
し
く
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
競
技
を
観
戦
さ
れ
る

折
に
は
、
ぜ
ひ
「
米
子
で
作
ら
れ
た

ポ
ン
プ
」
の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

カ
ヌ
ー
競
技
は
小
舟
を
パ
ド
ル
で

漕こ

ぎ
、
速
さ
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
19
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
国

際
的
な
カ
ヌ
ー
競
技
の
一
種
と
し

て
「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」
が
確
立
さ
れ
ま

し
た
。
全
長
２
５
０
〜
４
０
０
ｍ
の

コ
ー
ス
上
に
２
本
の
ポ
ー
ル
で
で
き

た
ゲ
ー
ト
（
旗
門
）
が
18
〜
25
個
あ

り
、
定
め
ら
れ
た
通
過
順
序
に
お
い

て
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の

所
要
タ
イ
ム
と
、
各
ゲ
ー
ト
を
通
過

す
る
際
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
減
点
）
が
計
算
さ
れ
、
順
位
を
決

定
し
ま
す
。
激
流
の
中
、
選
手
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
変

化
に
富
ん
だ
水
流
の
上
を
自
由
自
在

に
艇
を
操
る
技
術
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
後
に
は
、
こ

の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
会
場
を
利

用
し
て
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ（
ゴ
ム
ボ
ー

ト
で
の
激
流
下
り
）
も
楽
し
め
る
、

周
辺
の
公
園
や
水
域
と
一
体
と
な
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
カ
ヌ
ー
競
技
選
手
の

国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
、
自

然
の
川
で
は
、
天
候
に
よ
っ
て
流
れ

の
強
弱
、
水
量
不
足
な
ど
左
右
さ
れ

て
し
ま
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と

し
て
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
鶴

見
製
作
所
米
子
工
場
で
製
作
さ
れ

た
、
い
わ
ば
「
米
子
産
」
の
水
中
ポ

ン
プ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
本

選
手
が
世
界
で
戦
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
環
境
が
国
内
に
お
い
て
整
い
、
常

に
世
界
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
選
手
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

経
済
戦
略
課
（
☎
23
―

５
２
１
２
）

ポンプ見本

鶴見製作所米子工場

ポンプイメージ図

鶴
見
製
作
所
と
は

米
子
で
製
作
さ
れ
る
も
の

カ
ヌ
ー
競
技
の
楽
し
み
方

世
界
レ
ベ
ル
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
へ

私たちの暮らしと切り離せない水。当社はその大切な水
を守り、コントロールする技術を社会に提供し貢献して
います。このたび、競技会場へ当社製ポンプを導入する
ことをご報告できることは、米子市民の皆さんに鶴見製
作所の事業を知っていただく良い機会となりました。米
子市に工場を持つメーカーとして地域社会に貢献できま
すよう、今後も一層努力を重ねてまいりますので温かい
ご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
株式会社鶴見製作所　米子工場長　高田功二



　

３
月
31
日
、
米
子
市
公
会
堂
で
、

「
米
子
市
特
別
功
労
者
・
功
労
者
・

善
行
者
表
彰
式
」
が
執
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

特
別
功
労
表
彰

　

野
坂
康
夫

功
労
表
彰

◆
自
治
功
労
者

　

綾　

榮
三　
　

松
本　

眞

　

來
福
利
夫

◆
商
工
業
功
労
者

　

松
本　

啓

◆
農
業
功
労
者

　

森
中
喜
輝　
　

田
邊
雄
一

◆
厚
生
功
労
者

　

山
本　

仁　
　

福
嶋
建
三

　

西
上
哲
弘　
　

髙
野
洋
寿

◆
文
化
功
労
者

　

福
島
多
暉
夫

◆
消
防
功
労
者

　

長
木　

正　
　

影
谷　

悟

　

福
田
昭
久

◆
寄
附
行
為
功
労
者

　

井
上
幸
夫　
　

足
立
美
智
子

◆
自
治
功
労
者

　

⻆　

博
明　
　

中
原
明
寛

善
行
表
彰

◆
自
治
善
行
者

　

鹿
島
恒
勇　
　

松
岡　

勉

　

北
村
軍
二
郎　

杵
築　

猛

　

東
中
信
正　
　

内
田
信
義

　

野
坂
裕
一

◆
商
工
業
善
行
者

　

今
井
直
樹　
　

宇
野
松
人

　

永
東
康
文　
　

柴
野
憲
史

　

坂
口
吉
平　
　

林
原
美
代
子

　

野
崎
英
子　
　

藤
林
和
夫

　

土
井
一
朗　
　

吉
岡
総
一
郎

◆
農
業
善
行
者

　

松
林　

貢　
　

音
田
孝
志

◆
厚
生
善
行
者

　

白
根
勝
樹　
　

武
田
幸
治

　

奥
田
順
子　
　

森
灘
喜
代
政

　

濵
田
治
子　
　

山
本
守
夫

　

北
出
富
士
子　

井
上
史
朗

　

須
山
耕
市　
　

河
原
園
枝

　

高
野
由
美
子　

中
原
美
史

　

山
口
幸
子　
　

山
関
佳
子

　

長
尾
徳
信　
　

井
上
明
子

　

景
山
陽
子　
　

岸
本
文
也

　

福
田
吉
顕　
　

伊
藤
信
道

　

舩
田
雅
之　
　

佐
古
博
恒

　

小
川
隆
嗣　
　

黒
田
正
勝

◆
文
化
善
行
者

　

松
岡
泰
則　
　

小
笹　

慧

　

原
田　

保

◆
消
防
善
行
者

　

冨
田
憲
治　
　

石
上
敬
輔

　

島
雄
和
彦　
　

湯
淺
信
二

　

松
田
治
昭　
　

和
多
瀬
泰
行

　

鷲
見
幸
治　
　

山
根
哲
也

　

河
田
幸
治　
　

富
山
賢
一

　

舘
上
孝
司　
　

濱
本
容
大

　

林　

和
孝　
　

野
口
貴
宏

◆
体
育
善
行
者

　

齋
木
正
一　
　

角
田  

昇

　

山
口
昌
吾　
　

杉
村
正
男

　

菅
原　

朗　
　

鷲
見
和
惠

　

森　

卓
也　
　

出
石
哲
也

　

安
野
祐
平　
　

内
藤
佳
良
子

　

中
村
仁
士　
　

井
上
流
生

　

谷　

悠
聡　
　

高
島
美
晴

　

小
川
達
也　
　

境　

凌
輔

　

入
江
聖
奈　
　

木
下
鈴
花

　

三
上
紗
也
可　

寺
井
昇
平

　

大
場
遥
加　
　

松
原
優
香

　

安
田　

舞　
　

⻆
　
良
子

　

上
杉
了
以　
　

佐
々
木
音
華

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
善
行
者

　

鼻
岡
幹
彦

◆
寄
附
行
為
善
行
者

　

内
藤
博
文　
　

酒
本
昭
治

　

岸
田
隆
志

善
行
団
体
表
彰

◆
文
化
活
動
善
行
団
体

　

米
子
こ
ど
も
劇
場

　

米
子
吹
奏
楽
団
オ
ー
ル
デ
ィ
ズ

◆
体
育
活
動
善
行
団
体

　

東
山
中
学
校
弓
道
部

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
善
行
団
体

　

淀
江
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ほ
ほ
え
み

　

大
同
警
備
保
障
有
限
会
社

◆
寄
附
行
為
善
行
団
体

　

米
子
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

問
合
せ　

総
務
管
財
課
（
☎
23
―

５
３
３
１
、

23
―
５
３
９
０
）

市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

米
子
市
特
別
功
労
者
・
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式



平
成
29
年
度
米
子
市
文
化
奨
励
賞

受
賞
者
は
「
浜
野
洋
一
」
さ
ん
と
「
米
子
ま
ち
な
か
歩
こ
う
会
」
さ
ん

　

米
子
市
で
は
、
平
成
２
年
に
文
化
奨
励
賞

を
創
設
し
、
本
市
に
お
け
る
文
化
の
振
興
に

貢
献
し
、
そ
の
活
動
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
方
々

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
受
賞
者
は
、
個
人
の
部
：

浜
野
洋
一
さ
ん
、
団
体
の
部
：
米
子
ま
ち
な

か
歩
こ
う
会
の
皆
さ
ん
に
決
定
し
、
３
月
26

日
に
市
役
所
で
行
な
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

伊
木
市
長
か
ら
賞
状
と
楯
、
株
式
会
社
中
海

テ
レ
ビ
放
送
か
ら
副
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

洋
画
家

の
浜
野
洋

一
さ
ん
は
、

山
陰
の
景

色
を
描
き

続
け
、
平

成
29
年
の

光
陽
展
で
は
最
高
賞
の
光
陽
会
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
「
米

子
城
」「
上
淀
廃
寺
」
の
考
案
・
設
計
な
ど
、

地
元
山
陰
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
継
承
す
る
活

動
も
行
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

米
子
ま

ち
な
か
歩

こ
う
会
の

皆
さ
ん
は
、

江
戸
時
代

か
ら
米
子

に
伝
わ
る

歴
史
あ
る

小
路
や
通

り
の
魅
力

を
情
報
発

信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
ま

ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
活
動
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

（右から順番に）　　　　　　　　　浜野洋一さん
米子まちなか歩こう会　会長　　　福原則昭さん
米子まちなか歩こう会　会員　　　樋野朝昭さん
米子まちなか歩こう会　副会長　　川越博行さん
米子まちなか歩こう会　事務局長　杉谷愛象さん
米子まちなか歩こう会　会員　　　加川一美さん

平成30年度鳥取県西部広域行政管理組合　当初予算の概要
　２月組合議会定例会で、平成30年度鳥取県西部広域行政管理組合当初予算が決まりました。今年度の一般会計
予算額は 56億6,522万円、対前年度当初予算比で 11.4%の減となっています。

※表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
■問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課入札財政係（☎２２－７７３２）

歳入区分 予 算 額
分担金および負担金 49億1,824万円
使用料および手数料 4,315万円
県 支 出 金 2,222万円
財 産 収 入 64万円
繰 入 金 4億4,251万円
諸 収 入 6,386万円
組 合 債 1億7,460万円
合 計 56億6,522万円

歳出区分 予 算 額
議 会 費 101万円
総 務 費 1億7,601万円
民 生 費 7,883万円
衛 生 費 14億1,021万円
消 防 費 33億5,615万円
公 債 費 6億3,301万円
そ の 他 1,000万円
合 計 56億6,522万円

うち共同処理事務に使う市町村負
担金は49億210万円で、構成市
町村別の内訳は次のとおりです。

米 子 市 27億7,437万円
境 港 市 5億9,158万円
日 吉 津 村 1億1,982万円
大 山 町 4億3,235万円
南 部 町 2億9,704万円
伯 耆 町 3億 988万円
日 南 町 1億5,563万円
日 野 町 1億1,424万円
江 府 町 1億 719万円

議会費　0.0％ 総務費　3.1％

民生費　1.4％

衛生費　24.9％

公債費　11.2％
その他　0.2％

分担金および負担金
　86.8％使用料および

手数料　0.8％

県支出金
　0.4％

財産収入
　0.0％

繰入金　7.8％ 諸収入　1.1％
組合債　3.1％

消防費　59.2％



米子市公会堂　第２回春の文化祭
　米子市公会堂を定期的にご利用している文化団体に
よる作品展示、舞台発表を19日（土）、20日（日）の２
日間開催します。展示の部では、木彫り、ちぎり絵、書道、
俳句、花しょうぶ、刺

しし ゅ う

繍、などを一堂に展示するほか、
和室では２日間にわたり、茶道裏千家淡交会によるお
茶席を開催します。
　大ホールでは、19日（土）午前10時20分から「公
会堂副館長による大ホール見学ツアー」、午前10時～
正午まで米子医療生協による無料健康相談を開催しま
す。その後、合唱、わらべ歌、ゴスペル、社交ダンス、
カリンバの舞台発表もあります。２日間とも入場無料
です。60周年を迎えた米子市公会堂でぜひお楽しみく
ださい。
参加団体　火曜会・勝中フラワー教室・城米子地方俳句会・
泉心書道会・戸塚刺繍・日本刺繍あづさ会・日本手芸普及
協会・木彫遊遊・米子ちぎり絵水星会・米子和紙ちぎり絵
福美会・山根博充・にじいろの樹・わらべうた研修会・ア
ンサンブルGlanz・遠藤ダンス教室・レッツエンジョイダ
ンス・カリンバメイト・ゴスペルオーブ

■と き　５月19日（土）・20日（日）
　　　　　午前10時～午後４時
■ところ　米子市公会堂　※入場無料
■主 催　（一財）米子市文化財団【米子市公会堂】
■後 援　米子市
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

平成30年度 鷲見三郎顕彰事業
第26回米子ユースオーケストラ演奏会
「米子ユースオーケストラ＆
　ジュニアストリングス」メンバー募集
　米子市出身の世界的ヴァイオ
リン教育者・鷲見三郎（1902
年－1984年）を顕彰する事業
として、毎年継続して開催して
いる「米子ユースオーケストラ
演奏会」の参加メンバーを広く募集します。学校や音
楽教室の枠を越え合同で練習し、一緒に演奏会の舞台
に立ってみませんか。
■対 象
　米子ユースオーケストラ：小学生から大学生
　ジュニアストリングス（弦楽合奏）：幼児から高校生
■演奏会　平成31年３月31日（日）午後２時開演（予定）
■会 場　米子市文化ホール メインホール
■参加費　無料
■申込締切　５月31日（木）
■申込方法　所定の申込用紙（米子市文化ホールホー
ムページからもダウンロードできます。）に必要事項
を記入のうえ、米子市文化ホールまで持参、郵送ま
たはＦＡＸでお申し込みください。
※くわしくは米子市文化ホール（☎３５－４１７１、
３５－４１７５）までお問い合わせください。

風間杜夫ひとり芝居「ピース」
チケット発売のご案内

　多くの舞台や映画、テレ
ビドラマで活躍する俳優・
風間杜夫によるひとり芝居
「ピース」を、８月19日に
米子市公会堂で開催します。

■と き　８月19日（日）開演：午後３時
■ところ　米子市公会堂　大ホール
■主 催　（公財）鳥取県文化振興財団
　　　　　（一財）米子市文化財団

＜チケット発売のご案内＞
■発売日　５月６日（日）午前10時～
■チケット　全席指定
【一般】5,000円、【高校生・大学生】2,000円
【中学生・小学生】1,000円
※未就学児入場不可

■プレイガイド　米子市公会堂、米子市文化ホール、
アルテプラザ（鳥取県文化振興財団西部事務所 /米
子天満屋４階）、倉吉未来中心、とりぎん文化会館、
鳥取県文化振興財団インターネットチケットサービ
スほか
■公演やチケットに関する問合せ

米子市公会堂（☎２２－３２３６）
アルテプラザ（☎３８－５１２７）

「アート交流ひろば」
参加団体を募集中 

　米子コンベンションセンターでは、平成30年度「アー
ト交流ひろば」の参加団体を募集しています。 
　「アート交流ひろば」は、鳥取県西部地域で活動され
ている文化芸術団体の皆さんに作品発表の場を提供し
今後の活動を支援すると共に、県民の皆さんに文化芸
術を広く紹介し、身近に触れていただくことを目的と
し、毎回ご好評をいただいています。 
■開催期間（予定） 
　第１期：８月27日（月）～９月２日（日） 
　第２期：９月３日（月）～９日（日） 
　第３期：９月10日（月）～16日（日） 
■ところ　米子コンベンションセンター　情報プラザ
■募集対象 
　鳥取県西部で活動されている写真・絵画・版画・
刺
しし ゅ う

繍・陶芸などの文化団体、および個人の方  （複数団
体、個人による合同展示でも開催いただけます。）
■募集期間　４月20日（金）～５月31日（木）
■問合せ　米子コンベンションセンター　アート交流
ひろば係（☎３５－８１１１、 ３９－０７００）



洪水情報が緊急速報メールで発信されます
　平成29年５月１日から、国が管理する日野川で、川
が氾濫する可能性が高まったときに、その周辺にいる
人に氾濫の危険をお知らせする情報が自動で発信され
るようになっています。
　緊急速報メールが来たら国土交通省「川の防災情報」
をまずチェック！
■川の水位が分かる
　近くの川の水位がどのような状況になっているのか
を、リアルタイムで確認することができます。
■川の様子が分かる
　カメラの映像で、川の様子が分かり、川に近づかな
くても状況を知ることができます。
■雨の状況が分かる
　今、どこでどれくらいの雨が降っているのかを知る
ことができます。
■問合せ　国土交通省日野川河川事務所
　　　　　調査設計課（☎２７－５４８４（代表））

ごみ分別アプリ 【　　　　　】を配信
　スマートフォンやタブレット端末で、ごみの収集日
の確認や分別方法などを簡単に調べることができるア
プリ「さんあ～る」の配信を始めました。
　ごみの収集日をお知らせする通知機能もあります。
　ぜひ、ご利用ください。

※無料アプリですが、利用には通信料がかかります。
※ダウンロード後にアプリを立ち上げ、お住まいの収
集校区を選択してください。

■問合せ　クリーン推進課
　　　　　（☎２３－５３００、 ３０－０２７１）

　　　　　　
レ ト端末で

ダウンロードはこちらから
（または「さんあ～る」で検索）

アプリアイコン
「さんあ～る」

Android

Google Play

iOS

App Store

高齢者の運転免許自主返納を
支援します

　米子市では、高齢者の事故防止のため、運転免許の
自主的な返納を促し、公共交通機関等による移動への
切り替えを推進しています。
■対象者　米子市民で、平成30年４月１日以降に運転
免許を自主返納された満70歳以上の方
■対象期限　
　運転免許を自主返納した日から１年以内
■支援内容

　高齢者向け
定期券「グラ
ンド70」（期間
６か月：定価
25,700円）を
1,000円で販売
します。（最大
２回まで購入可
能）

　「グランド70」は、日ノ丸自動車・日本交通が運行
する県内全域（松江線含む。）の路線バスと米子市内を
運行する米子市循環バス（だんだんバス）、および淀江
町巡回バス（どんぐりコロコロ）で利用できます。
■購入場所　米子駅前バスターミナル
■購入に必要なもの
　○運転経歴証明書
　○顔写真（縦２．７ｃｍ×横２．１ｃｍ）
※運転免許を自主返納された際に、「運転経歴証明書」
の交付申請をしてください。申請には、申請手数料
（1,100円）が必要になります。
■問合せ　都市創造課
　　　　　（☎２３－５２７４、 ２３－５３９２）

既存住宅の改修による
固定資産税減額制度のお知らせ

　既存住宅の改修による固定資産税の減額措置につい
ては、次の３つの制度があります。
①耐震改修による固定資産税の減額措置
　昭和57年１月１日以前から所在する住宅に一定の要
件を満たした耐震改修が行なわれた場合、改修を行なっ
た家屋の翌年度分の税額を２分の１（床面積120㎡分
までを限度）減額します。平成32年３月31日までに
行なった改修工事が対象です。
②熱損失防止（省エネ）改修による固定資産税の減額
措置
　平成20年１月１日以前から所在する住宅に一定の要
件を満たした熱損失防止改修が行なわれた場合、改修
を行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１（改修後の
住宅の床面積が50㎡以上で120㎡分までを限度）減額
します。平成32年３月31日までに行なった改修工事
が対象です。
③バリアフリー改修による固定資産税の減額措置
　新築された日から10年以上を経過した住宅に一定の
要件を満たしたバリアフリー改修が行なわれた場合、
改修を行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１（改修
後の住宅の床面積が50㎡以上で100㎡分までを限度）
減額します。平成32年３月31日までに行なった改修
工事が対象です。
◎制度をご利用になる場合は、いずれも改修工事完了
後３か月以内に手続きする必要があります。手続き
については、固定資産税課家屋償却資産係（☎２３
－５１１６、E メール：koteishisan@city.yonago.
lg.jp）におたずねください。



がけ地の崩落等、危険が著しい
区域内の住宅の移転を応援します
～がけ地近接等危険住宅移転事業～

○事業の概要　がけ地の崩落、土石流、雪崩、地滑り、
津波、高潮、出水等により、危険が著しい区域内に
ある危険住宅の除却費用や、危険住宅に代わる住宅
の建設（購入を含む）のための融資を受けた場合の
利子相当額を補助します。

■対象建物　がけ地の崩壊、土石流、雪崩、地滑り、津波、
高潮、出水等の危険が著しい次の区域内にある住宅
が対象となります。

①鳥取県建築基準法施行条例（以下「県条例」）に基づ
き指定した災害危険区域

②県条例で建築を制限しているがけ付近の区域
③※土砂災害特別警戒区域
※土砂災害特別警戒区域はインターネットの「とっと
りWebマップ」でご確認いただけます。
　とっとりWebマップURL
　→ http://www2.wagmap.jp/pref-tottori/top/
■補助金の限度額
【除却等費】危険住宅の撤去費および移転等に要する費
用　802千円／一戸

【建物助成費】危険住宅に代わる住宅の建設または購入
（これに必要な土地の購入も含みます。）のため、金
融機関等から融資を受けた場合の借入金の利子相当
額（利率は8.5％が限度）　4,150千円／一戸（一般
地域の場合　建物3,190千円、土地960千円）

■受付期間　５月１日（火）～31日（木）
■募集戸数　１戸（募集戸数を超えた場合は抽選とな
る可能性があります。受付期間中に募集戸数に満た
ないときは、６月１日（金）以降先着順で受付します。）

　申請にあたっては、事前にご相談ください。
　応募書類などは建築相談課にあります。米子市ホー
ムページでもご確認いただけます。
■問合せ　建築相談課建築審査係（本庁舎２階）
　　　　　（☎２３－５２３６、 ２３－５３９４）

寡婦（夫）控除のみなし適用を
実施します

　平成30年度から、本市における子育て支援施策の観
点から税法上の寡婦（夫）控除の対象とならない未婚
のひとり親家庭に対し、寡婦（夫）控除のみなし適用
を実施します。
　この制度は、次の表の対象事業を利用する場合に、
寡婦（夫）控除があるものとして所得を計算し、利用
料等の減額等を行なうものです。
　申請方法などの詳細については、各対象事業の担当
窓口へお問い合わせください。
■対象者　婚姻歴のないひとり親家庭の方
■みなし適用の対象事業

対象事業 担当窓口
保育料、幼稚園等就園奨励費補助金、病児
病後児保育料、なかよし学級利用料、高等
職業訓練促進給付事業、児童扶養手当、児
童手当

子育て支援課

あかしや利用料、子育て短期支援事業負担
金、母子生活支援施設自己負担金、助産施
設入所自己負担金

こども相談課

産後ケア負担金、産後ヘルプ負担金、新生
児聴覚検査事業、未熟児養育医療費給付事
業

健康対策課

自立支援医療（育成医療）、補装具費支給、
日常生活用具給付、小児慢性特定疾病児童
日常生活用具給付、障害福祉サービス、障
害児通所支援、地域生活支援

障がい者支援課

市営住宅（家賃の決定、入居者の決定、同
居者の承認） 住宅政策課

※開始する時期が各対象事業によって異なりますが、
申請については、すでに受付開始しています。

※寡婦（夫）控除のみなし適用は、対象事業のみに用
いるものであり、実際の税額の算定に適用されるも
のではありません。

※寡婦（夫）控除のみなし適用をしても、所得の状況
によって利用料等の減額等にならない場合がありま
す。

■問合せ　こども未来局こども相談課（ふれあいの里
３階）（☎２３－５４６７、 ２３－５４６０）

フレッシュタウン錦海団地　４区画を分譲中！
　錦海団地の住宅用地を分譲しています。
■１区画当りの面積　305.51㎡～307.43㎡
■分譲価格　13,118,294円～13,821,300円
■申込方法　所定の申込書に住民票を添えて、建設
企画課（本庁舎２階）にお申し込みください。（申
込書は建設企画課にあります。）
■受付期間　随時受付中
■譲渡人の決定　申込順に譲渡人を決定します。
※分譲の条件などくわしくは、ホームページをご確
認ください。

■問合せ　建設企画課総務係（☎２３－５５２９、
２３－５３９６、Ｅメール：kensetsukikaku@city.
yonago.lg.jp）



　米子市には野外彫刻が
数多く設置されていま
す。これらの彫刻は米子
彫刻シンポジウムで制作
された作品がほとんどで
す。米子彫刻シンポジウ

ムは彫刻家の間で米子方式と呼ばれて注目された市民
が主体で始められた文化活動で、1988年から10回（20
年間）にわたり実施されてきました。市民が多額の寄
付を集め、彫刻の制作に協力し、彫刻家と交流してき
ました。その様子は「ビバ彫刻！（米子彫刻シンポジ
ウム物語）」（松本　薫著、彫刻シンポジウム物語刊行
会刊）に書かれています。
　彫刻ロードを歩くといつでも誰でも彫刻に身近に触
れることが出来ます。「米子野外彫刻マップ」（文化振
興課・観光案内所等で配布）によくまとめられていて、
日本を代表する彫刻家の作品、欧米の彫刻家の作品、
女流彫刻家の作品など多彩な彫刻に出会えます。見慣
れてきますと、風景となって彫刻の存在を忘れてしま
いますが、ゆっくり向き合うと彫刻家の気持ちが伝わっ
てきます。
　米子彫刻ネットワークは、彫刻シンポジウムが2006
年で休止になって以降これらの野外彫刻を活

い

かしたま

ちづくりをめざした活動をしている官民協働のボラン
ティア団体です。これまで「彫刻家の講演会」、「彫刻
のあるまちづくりパネル討論会」、「彫刻のある街の風
景フォトコンテスト」、「彫刻家３名を東京から招待し
た彫刻教室」、「彫刻家と歩く彫刻ロード」などの文化
事業の実施で多くの市民に参加協力していただきまし
た。また、会員の日常活動として３月から11月までの間、
地域の皆さんにも参加を呼びかけて定期的に彫刻ロー
ドの清掃活動を続けています。随時会員の募集（入会費・
年会費無料）をしていますので、ご希望の方は連絡く
ださい。この欄ではこれから隔月ですばらしい米子の
野外彫刻を次々紹介していきますのでお楽しみに。

【米子彫刻ネットワーク代表　　飯塚　舜介】

第１回　≪彫刻に会えるまち米子≫

お知らせ　米子彫刻ロード清掃実施について
米子彫刻ネットワーク・米子市の
主催で３月～11月（奇数月第４日
曜日）に行なわれている米子彫刻
ロード清掃。５月期も１時間程度の
清掃作業を実施します。とき：５月
27日（日）午前８時30分集合（約１時間程度）。集合場所：
ジュンテンドー久米店裏の彫刻ロード。清掃場所：彫
刻ロード。事前申込不要（少雨決行）。問合せ：文化振
興課（米子市東町 161-2　☎ 23-5436　 23-5414）

第60回　米子市音楽祭　聴いてくれてありがとう♪
　このたび、60回の節目を迎える「米子市音楽祭」（通称“市音”）は、1958年（昭和33年）
に米子市公会堂の落成にあたり、米子市民の音楽発表と鑑賞の機会を作り、音楽を通じて地
域文化の向上に努めることを目的として始まりました。それから半世紀以上にわたり、米子
市近郊の音楽文化の裾野を広げています。
◆４ジャンルコンサート　合唱から器楽、ジャズ、アカペラ、バンドとさまざまなジャンル
の音楽がお楽しみいただけます。
◆メモリアルコンサート　打楽器アンサンブル y’zの打楽器演奏や心の色を音にのせ、米子
市音楽祭の歌の作詞・作曲者である米子市出身のジャズピアニスト松本哲平氏のピアノ演
奏、そして、松本哲平氏と米子管弦楽団、米子市音楽祭60回記念合唱団との共演などが
ご堪能いただけます。
コンサート名 日時 会場 チケット

アコ―スティック ６月３日（日）午後２時～ 米子市文化ホール　メインホール ４ジャンルコンサート共通チ
ケット
一般：500円
高校生以下：無料
左記５つのコンサートに入場で
きます。

JAZZ ６月９日（土）午後５時～ 米子市文化ホール　メインホール
合唱 ６月17日（日）午後２時～ 米子市公会堂　大ホール
フリージャンル
〈アカペラ・バンド〉 ６月23日（土）午後２時～ 米子市淀江文化センター　大ホール
フリージャンル〈その他〉６月24日（日）午後２時～
メモリアルコンサート
心の色を音にのせ ７月１日（日）午後２時～ 米子市公会堂　大ホール 1,000 円（４ジャンルコンサー

トチケット付き）
■チケット好評発売中
■プレイガイド　米子市文化振興課、米子市文化ホール、米子市公会堂、米子市淀江文化センター、米子市美術館、
アルテプラザ（米子天満屋４階）、米子髙島屋、今井書店（一部店舗）、Bexx 米子（イオン米子駅前店３階）、
　ローソンチケット［Lコード【64040】（４ジャンルコンサート）、【64041】（メモリアルコンサート）］
■問合せ　米子市音楽祭実行委員会事務局（米子市文化ホール内）
　　　　　（☎３５－４１７１、 ３５－４１７５、Ｅメール：yonagobh@chukai.ne.jp）



同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくんが米子の歴史や文化（カルチャー）のことにく
わしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、秋に募集開始予定の「米子城 魅せる！
写真コンテスト」や今春からの観光戦略的な動きなどについてご紹介します。
かるちゃん：今年の米子桜まつりは絶好の花見日和だったね。米子城跡の桜

も満開でとてもきれいだったな。君たちも行ってみたかい？
ジローくん：行った行った。天守や南西側の水

みず の て

手御
ご

門
も ん

あたりでお弁当を広げ
ている家族連れのお客さんが多かったね。天守からは大山が
くっきり見えてるし、写真的にもバッチリいいのが撮れた。

かるちゃん：今年も「米子城 魅せる！写真コンテスト」が開催されるからね。
募集期間は10月１日（月）から来年の１月23日（水）までなので、
今のうちからいろいろ撮りためておくといいね。

ミナちゃん：去年は残念ながら入賞できなかったので、今年はリベンジね。
かるちゃん：米子城には、歴史的な遺構、天守からの絶景、そして城下町の

風情など多彩な魅力があるから、それらを気軽に自分目線で切
り取ればOKさ。詳細については今後、広報や市ホームページ
などで告知されるから要チェックだ。

ミナちゃん：米子城跡ばかりでなく、城下町OKっていうのがポイントね。
城というと、どうしても石垣とか郭

くるわ

などに目が向きがちだけど、
古い町家や米子独特の小路、お寺、お地蔵さまなど、城下町に
は城跡とは違った魅力があるものね。

ジローくん：そうそう、加茂川遊覧なんかもすてきだしね。待てよ…ひょっ
とすると、城下町の魅力をアピールする写真で勝負した方が入
賞の可能性は高いのかな？

かるちゃん：ふふふ。君たち、なんだか今年もやる気満々だね。城下町とい
えば４月１日には京橋のすぐ近くの灘町に「米子まちなか観光
案内所」（運営：一般社団法人 米子観光まちづくり公社）が開
設されたね。米子城関係の資料展示や、新たに編成された城下
町米子観光ガイドで城下町の魅力に触れることができるね。

ミナちゃん：ＪＲ米子駅には、英語で案内できるスタッフが常駐する米子市
国際観光案内所もオープンしたのよね。外国からのお客さんに
も米子城の魅力をアピールできるわね。

かるちゃん：４月にスタートした米子城 魅せる！プロジェクトスタンプラ
リーでは、米子城マスターをめざすだけでなく、米子城と併せ
て鳥取城、月山富田城（安来市）の３つの100名城スタンプを
集めて、三城跡関連の記念グッズもゲットできるよ。

ジローくん：米子城イベントにどんどん参加してスタンプを集めないとね。
新たな展開を見せる米子城。大山関連イベントなどとの連携もあり
今年も目が離せませんね。次回もお楽しみに！（米子市文化振興課）



「市展（してん）」は、広く米子市民の皆さんから美術作品を
募り、発表と鑑賞の機会を設けることにより美術の振興に寄
与することを目的に毎年開催しています。
　近年は、学生を含め初心者からベテランまで全部門で
300点前後の作品が出品され、美術制作を行なっている皆さ
んが日ごろの活動の成果を発表するとともに、新しい才能を
いち早く鑑賞できる機会となっています。
　一般出品作品の中から選ばれた優秀作品には、賞状と副賞
（市展賞１万円相当、奨励賞５千円相当）が贈られます。
　皆さんの意欲あふれるご出品をお待ちしています！

出品について
■部門　洋画・日本画・書道・写真（※）・工芸・彫刻
※写真については昨年と規格が変更になっています。

■作品搬入（受付）日時　６月17日（日）
　　　　　　　　　　　　午前10時～午後４時
■搬入場所　米子市美術館
■出品料　１部門１点につき1,000円（高校生は無料）
■出品資格　米子市民（市内に通勤または通学している方、
主たる生活の本拠地が市内にある方、市内の美術団体も
しくは米子市文化協議会加盟団体に所属している方。た
だし中学生以下は除く。）

【展覧会】
■会期　６月22日（金）～30日（土）［会期中無休］
■会場　米子市美術館　　■観覧料　無料
◎作品の規格など、出品についての詳細は市内各公
民館などで配布しています「開催要領」をご確認く
ださい。米子市美術館ホームページでもご確認いた
だけます。
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皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
開
催

さ
れ
る
際
に
は
、
誘
い
合
っ
て
の
ご
参
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を
お
願
い
し
ま
す
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平成30年度　第58回

米子市美術展覧会（市展）の出品作品を募集します
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７
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ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。
両

日
と
も
終
日
、
す
べ
て
の
コ
ン
ビ

ニ
店
舗
等
で
米
子
市
の
各
種
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
市
民
課
（
☎
23
―

５
１
４
４
、

23
―
５
３
９
１
）

市
民
税
課
（
☎
23
―
５
１
１
１
、

23
―
５
３
９
７
）

　

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
の
被
害
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ヌ
カ
カ
は
５
月
か
ら
７
月
頃
に

か
け
て
活
発
に
活
動
し
、
風
の
弱

い
朝
方
は
特
に
活
発
に
な
る
よ
う

で
す
。
か
ま
れ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
か
ま
れ
て
症
状
が

ひ
ど
い
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
ま
れ
な
い
よ
う
肌
の
露
出
部

分
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
肌

と
衣
服
の
隙
間
を
で
き
る
だ
け
無

く
し
ま
し
ょ
う
。

○
露
出
部
分
だ
け
で
な
く
襟
元
や

袖
口
と
そ
の
奥
に
虫
よ
け
の
薬
を

し
っ
か
り
と
塗
り
、
衣
服
用
の
虫

よ
け
ス
プ
レ
ー
も
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
屋
内
で
の
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
網
戸
用
の
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
や
電
気
蚊
取
り
器
な
ど
が
有

効
で
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
）

　

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
、
６
月
１
日

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
管
財
課
情
報
公
開

係
（
☎
23
―
５
３
２
４
、

23
―

５
３
９
０
【
受
付
時
間
：
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）】）

　

水
洗
化
普
及
促
進
員

募
集
職
種
・
人
数　

水
洗
化
普
及

促
進
員
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容　

下
水
道
営
業
課
に
勤

務
し
、水
洗
化
普
及
促
進
業
務（
戸

別
訪
問
等
）
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
す
る

方
で
、
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転

お
よ
び
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
的

な
操
作
が
で
き
る
方

試
験
日
・
科
目　

５
月
27
日
㈰
・

教
養
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
７
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

４
月
24
日
㈫
〜

５
月
18
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

下
水
道
営
業
課
（
☎

34
―
１
３
８
７
、

34
―

７
５
１
５
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

g
esu

id
o
eig
y
o
u
@
city

.
yonago.lg.jp

）

に
、
平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。全
国
す
べ
て
の「
製

造
業
」
の
事
業
所
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
と
は

　

工
業
統
計
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
国
の
基
幹
統
計
調
査
で
、

「
製
造
業
」
に
属
す
る
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
事
業
所
数
、
従
業

者
数
、
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料

使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
調
査
で

す
。

調
査
の
期
日　

平
成
30
年
６
月
１
日

調
査
の
対
象　

全
国
す
べ
て
の

「
製
造
業
」
の
事
業
所
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

調
査
の
方
法　

調
査
は
「
調
査
員

に
よ
る
調
査
」
と
「
経
済
産
業
省

か
ら
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
る
調

査
」
に
よ
る
二
つ
の
方
法
で
行
な

い
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
回
答
が
可
能
で
す
。

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
税
務
な
ど

他
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

　

隣
保
館
事
務
職
員

募
集
職
種
・
人
数　

隣
保
館
事
務

職
員
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容　

米
子
市
の
隣
保
館
に

勤
務
し
、
隣
保
館
運
営
業
務
に
従

事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
証（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）を
有
す
る

方試
験
日
・
科
目　

５
月
27
日
㈰
・

教
養
、
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
７
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

４
月
25
日
㈬
〜

５
月
18
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
と
自
己
紹

介
カ
ー
ド
を
人
権
政
策
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
・
受

験
申
込
書
・
自
己
紹
介
カ
ー
ド
は
、

「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
１
、

37
―
３
１
８
４
）

　

が
い
な
み
っ
く
予
防
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
参
加
者
募
集

　

体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
方
、
今
の
健
康
を
維

持
し
た
い
方
、
運
動
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
な
ど
で
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
水
中
運
動
等
を
行
な
い
ま
す
。

市
内
に
18
か
所
あ
り
ま
す
。
運
動



試
験
日　

６
月
９
日
㈯

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
西
福
原
３
丁
目
３
―
１
Ｙ

Ｎ
Ｔ
第
４
ビ
ル
２
階
）（
☎
33
―

２
４
４
０
）

　

職
業
訓
練
生

　
「
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
」

で
は
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
か
ら
学
べ
、
就
職

支
援
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
７
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

募
集

訓
練
科
・
募
集
人
数
・
訓
練
期
間

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
・
15

人
・
７
月
３
日
㈫
〜
12
月
26
日
㈬

▼
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
＋

導
入
訓
練
・
若
干
名
・
７
月
３
日

㈫
〜
平
成
31
年
１
月
30
日
㈬

募
集
期
間

　
５
月
10
日
㈭
〜
６
月

11
日
㈪

入
所
資
格　

求
職
中
の
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
、

33
―

３
９
５
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米

子
（
☎
27
―
５
１
１
５
、

27
―

０
９
８
０
）

前
10
時
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

講
座
名　

心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
、
初
め
て
の
ヨ
ガ

講
師　

三み

澤さ
わ　

明あ

さ

こ

紗
子
さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

募
集
人
員　

８
人
程
度

申
込
期
限　

５
月
25
日
㈮
必
着

受
講
料　

無
料
（
一
度
受
講
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
９
―

３
４
０
２　

米
子
市
淀
江
町
淀
江

１
１
１
０
―
１　

米
子
市
淀
江

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
―

５
４
６
７
、

56
―
５
４
６
７
）

　

自
衛
官
募
集　
　

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

平
成
４
年
４
月
２
日

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方

受
付
期
間　

４
月
16
日
㈪
〜
６
月

４
日
㈪

戦
に
よ
る
次
の
８
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
公

民
館
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
23
―
５
４
２
６
、

23
―

５
４
１
４
）

　

短
期
ヨ
ガ
講
座
受
講
生
募
集

　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
短
期
ヨ
ガ
講
座
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

６
月
６
日
〜
７
月
25
日
の

間
の
毎
週
水
曜
日　

全
８
回　

午

の
楽
し
さ
や
効
果
を
体
感
し
、
運

動
習
慣
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

期
間　

週
１
回
、
３
か
月
間
、
ご

利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
で
医
師
か
ら
運

動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

利
用
料　

１
回
あ
た
り
１
５
０
円

申
込
・
問
合
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23
―
５
１
５
５
、

23
―

５
１
０
２
）

　

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
バ

ナ
ー
広
告
主
募
集
中

　

米
子
市
で
は
、「
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
に
有
料
で
バ
ナ
ー
広

告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

集
客
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
場
所

　

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.yonago.lg.jp

）

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

掲
載
期
間　

１
か
月
単
位
で
掲
載

し
ま
す
。
複
数
月
に
わ
た
る
掲
載

も
可
能
で
す
。（
最
長
で
平
成
31

年
度
末
ま
で
）

掲
載
料
金
　
１
か
月
あ
た
り
１
枠

２
０
０
０
０
円

申
込
方
法
、
広
告
サ
イ
ズ
な
ど

く
わ
し
く
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

yonago.lg.jp/6139.htm

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―

５
３
７
２
、

23
―
５
３
９
５
）

　

第
50
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ

記
念
大
会
の
出
漕
ク
ル
ー
募
集

　

米
子
の
水
上
運
動
会
「
米
子
市

民
レ
ガ
ッ
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
第
50
回
の
記
念
大
会
と
な

る
こ
と
か
ら
、
日
大
・
立
教
・
明

治
の
３
大
学
エ
イ
ト
に
よ
る
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
レ
ー
ス
、
中
国
５
県

対
抗
レ
ー
ス
を
同
時
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
伊
木
市
長
も
初
参
加

の
予
定
で
す
の
で
、職
場
・
グ
ル
ー

プ
・
家
族
な
ど
で
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
８
日
㈰　

午
前
７
時

30
分
〜　

と
こ
ろ　

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

（
３
０
０
ｍ
）

出
漕
料　

１
ク
ル
ー
当
た
り

１
５
０
０
０
円

申
込
締
切　

５
月
29
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
23
―
５
４
２
６
、

23
―

５
４
１
４
）

　

米
子
市
民
体
育
祭

　

米
子
市
で
は
、市
内
各
地
域（
公

民
館
区
域
）
に
居
住
さ
れ
る
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
対
抗

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　 

分
か
ち
愛

　
仕
事
も
介
護
も

　
子
育
て
も競技名 開催予定日 申込締切

ソフトボール ６月24日・７月８日 ６月５日
卓球 ６月10日 ５月22日
バドミントン 11月18日 10月30日
バレーボール ７月１日（男子・女子）６月12日
ソフトテニス ７月１日 ６月12日
グラウンド・ゴルフ ７月15日 ６月26日
軟式野球 ９月２日・９日・16日 ８月14日
ゲートボール ９月２日 ８月14日



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
参
画
で
「
ら
し
く
」「
ら
し
さ
」
の
な
い
社
会

　

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講

者
募
集

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い

方
の
意
思
疎
通
の
支
援
を
行
な
う

要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る
講
習
会

を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
15
日
〜
11
月
30
日

（
お
お
む
ね
金
曜
日
、
全
20
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

ほ
か

内
容　

実
技
、
聴
覚
障
害
者
等
に

関
す
る
講
義

対
象　

高
校
生
以
上
の
き
こ
え
な

い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方

※
講
習
会
修
了
後
に
鳥
取
県
登
録

要
約
筆
記
者
選
考
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
。

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
（w

indow
s

）
を
持
参

で
き
、
原
則
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ

の
で
き
る
方

受
講
申
込
締
切　

６
月
５
日
㈫
必

着
（
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。）

申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー
（
☎
30
―
３
６
５
９
）

　

市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
受
講

者
募
集

　

認
知
症
や
精
神･

知
的
障
が
い

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
人
の
権
利
を
守
る
「
成
年
後

見
制
度
」
に
お
い
て
、
身
近
な
立

場
で
財
産
管
理
や
契
約
手
続
き
な

ど
を
支
援
す
る
「
市
民
後
見
人
」

を
養
成
す
る
た
め
、
社
会
貢
献
へ

の
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
市
民
の
方

を
対
象
に
「
市
民
後
見
人
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
等
を
講
師
と
し
、
成

年
後
見
制
度
や
民
法
、
社
会
保
障

の
基
礎
知
識
、
高
齢
者･
障
が
い

者
福
祉
な
ど
に
関
す
る
基
礎
研
修

と
実
務
研
修
で
す
。

と
き　

５
月
26
日
㈯
か
ら
平
成
31

年
３
月
ま
で
、
毎
月
１
回
の
全
11

回
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）
で
、
時

間
は
毎
回
、
原
則
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ　

米
子
市
ふ
れ
あ
い
の
里

参
加
費　

無
料

対
象　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

で
、
満
25
歳
以
上
の
方
で
、
全
て

の
課
程
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き

る
見
込
み
の
あ
る
方
。
ま
た
、
社

会
貢
献
に
対
す
る
意
欲
と
熱
意
が

あ
り
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

す
る
意
思
の
あ
る
方
。 

定
員　

25
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
22
日

㈫申
込
・
問
合
せ　

西
部
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う
え
る
か
む

（
米
子
市
ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
）

（
☎
21
―
５
０
９
２
、
Ｅ
メ
ー

ル
：shim

in@
iaa.itkeeper.

ne.jp

）

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
役
所･

淀
江
支
所･

各
地
区
公
民
館
に
設
置
す
る
受
講

申
込
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
は
、
受
講
申
込
要
領

に
添
付
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

５
月
13
日
㈰　

午
前
９
時

　

米
子
駅
前
集
合

行
き
先　

松
江
市
八
束
町
江
島
方

面
（
江
島
ぼ
た
ん
園
ほ
か
）

費
用
　
Ｊ
Ｒ
往
復
４
８
０
円
。
入

園
料
５
０
０
円
。

※
各
自
、
弁
当
と
飲
み
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
23
―
５
４
２
６
、

23
―

５
４
１
４
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

５
月
８
日
㈫
、
６
月
12
日

㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

　

ふ
ら
っ
と
、
運
動
体
験

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
。
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
の
あ

る
方
は
除
く
。

利
用
料　

１
５
０
円

※
予
約
不
要
で
す
。
来
場
者
数
が

多
数
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
運
動
機
器
の
使
用
は
譲

り
合
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ふ
れ
あ
い
の
里

　
（
２
階
作
業
療
法
室
）

５
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪　

午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

５
月
21
日
㈪
・
28
日
㈪　

午
後
２

時
〜
４
時

●
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
２
階
）

５
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・

23
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
４
時

●
弓
浜
地
域
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
）

５
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・

31
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
４
時

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
、

23
―
５
０
１
２
）

第75回よなご88探宝会
大山開山1300年と米子
～伯陽六社道記と牛馬道～
竹内自安斎の旅程をたどり、牛馬供養
塔、万人講、牛馬信仰に触れます。５月
27日（日）午前10時、西部総合事務所
集合。午後４時帰着予定。参加費：1,200
円（食事代含む）。申込みは、住所・氏名・
電話番号を記入し、郵便、電話または
FAX で「よなごの宝88選実行委員会事
務局」（〒 683-8686 米子市東町 161-2
文化振興課内、☎２３－５４３８、 ２３
－５４１４）まで。定員30人。（定員にな
り次第締切）
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認
め
合
う

　
父
と
母
見
て

　
子
が
笑
顔

米子人生大学受講生募集
　平成30年度「米子人生大学」学習講座（全10回）
を５月21日（月）に開講します。米子人生大学は年齢に
かかわらずどなたでも参加いただけます。また、米子
市内だけではなく近隣市町村にお住まいの方も受講で
きます。お誘いあわせのうえご参加ください。

５月～６月の講座

５月21日
（月）

開講式　午後１時30分～（開場：午後１時～）
大山開山1300年！　みんな一緒に楽しもう！
パネルディスカッション

６月18日
（月）

ユニバーサルデザインの推進と人権の尊重
鳥取県人権局人権・同和対策課UD推進専門員
　山根　亘さん

６月25日
（月）

先人の智恵に学ぶー古典なぞなぞに挑戦―
鳥取短期大学国際交流文化学科
教授　岡野　幸夫さん

■事前受講申込締切日　５月14日（月）
※事前申込締切後でも、人生大学開講後は講座開催日
当日に受講申込みもできます。（ただし、受講料は
受講回数にかかわらず年間1,000円です。）公開講
座は受講料がかかりません。

■年間受講料　1,000円（最初に受講される日にお支
払いください。）
■会場　米子市文化ホール（メインホール）
■講演時間　午後２時～３時30分（開場：午後１時30分）
（５月21日は開講式を午後１時30分から行ないます。
開場は午後１時）
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、 ２３－
５５６８、Ｅメール：shogaku@city.yonago.lg.jp）
※くわしくは市内各公民館、図書館などに設置してあ
る「米子人生大学」の案内ちらしをご確認ください。

美保基地航空祭

■と き　５月27日（日）午前９時～午後３時（予定）
■ところ　航空自衛隊　美保基地内
■内容（予定）
①航空機地上展示（Ｃ－２、Ｔ－ 400など）
②航空機展示飛行
③主要装備品展示
④その他（航空学生ファンシードリル、高尾山レッド
クラブ等）

■注意事項
①基地周辺は大変な混雑が予想されますので、極力公
共交通機関をご利用ください。

②お車でお越しの際は、江島大橋は大変な混雑が予想
されますので、う回いただきますようお願いします。

③基地正門前道路（正門～内浜産業道路（県道47号線）
の間）は交通規制を行なっています。係員の指示に
従っていただくようお願いします。

④入場に際して手荷物検査を実施していますので、ご
協力をお願いします。

⑤飛行場地区（コンクリート地）でのシート類、テント、
椅子および脚立、三脚等の使用、また、カバン、ケー
ス類等に腰を掛けての見学は、他のお客様のご迷惑
になりますのでご遠慮ください。

⑥ゴミは必ず各自でお持ち帰りいただきますようお願
いします。

⑦天候等により、イベント内容を変更する場合がござ
いますのでご了承ください。

■その他
　航空祭までの間、展示飛行の事前訓練を行ないます
ので、より一層のご理解をいただきますようお願いし
ます。
■問合せ　航空自衛隊　美保基地　渉外室　広報班
（☎４５－０２１１（代表）、Ｅメール：3taw-
adm010@inet.asdf.mod.go.jp）
基地ホームページ　http://www.mod.go.jp/asdf/
miho/

だんだんバス
ゴールデンウィーク期間中は

小児運賃無料！！
　５月３日から５日までの３日間、米子市循環バス「だ
んだんバス」の小学生以下の運賃が無料になります。
この機会に、新しい車両になった「だんだんバス」
に乗って、ご家族おそろいでお出かけしませんか。
■問合せ　都市創造課（☎２３－５２７４）

緑化活動を応援します
■応募できる方
●　市内各地域において緑化活動を行なうために結成さ
れた団体

●　まちづくり活動を行なうために結成された団体
■補助金の種類
　草花緑化活動コース：対象の活動に必要な額（上限
３万円）とします。市内の公に開放された場所に花壇、
プランター等の新設、増設、維持管理、緑化活動に関
する講習会、研修会が対象の活動です。
■募集数　10団体（なお、申込みが予定数を超える場
合は抽選）
■募集期間　５月７日（月）～６月８日（金）
■申込方法　交付申請書、実施を予定する場所の位置
図および現況写真、収支予算書、団体の定款、規約ま
たは会則の写し、年間事業計画書を都市整備課公園街
路係（市役所本庁舎２階）まで提出してください。
　くわしくは、「米子市ホームページ」をご確認いただ
くか、都市整備課までお問い合わせください。
■申込・問合せ　都市整備課公園街路係（☎２３－５２
４７、 ２３－５３９４、Ｅメール：toshiseibi@
city.yonago.lg.jp）
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米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

上福原
住 宅

皆生温泉
４丁目 54R1 502 中層耐火５ 階 建 3DK 16,000円

～31,400円 S54

堀
住 宅

淀江町
淀 江 204 簡易耐火

２ 階 建 ２DK 13,300円～26,100円 S58

冨士見町
住 宅 冨士見町

102 高層耐火
８ 階 建 2LDK

19,500円
～31,600円 H2

車いす専用住宅
冨士見町
住 宅 冨士見町 403 高層耐火

８ 階 建 3DK 19,500円
～31,900円 H2

■申込受付期間　５月１日（火）～９日（水）
　　　　　　　　※土・日・祝日を除く。
■申込受付場所　住宅政策課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
申込理由により添付書類が必要となる場合がありま
す。添付書類については住宅政策課にご確認ください。
※住宅申込書に申込者全員のマイナンバー（個人番号）
の記入が必要となります。マイナンバーの通知書と
あわせて本人確認書類（運転免許証など）をご持参
ください。
■入居選考方法
　５月11日（金）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（金）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。
■問合せ　住宅政策課

（☎２３－５２６３、 ２３－５３９６、Ｅメー
ル：jutakuseisaku@city.yonago.lg.jp）

介護保険説明会を開催します
　介護保険制度が改正され、平成30年度から介護保険
料が変更となります。
　この制度の内容を、より多くの皆さんにご理解して
いただくため、市内各地区公民館で説明会を開催しま
す。
　ご都合のよい日、会場にお出かけください。

＜平成30年度　介護保険説明会日程＞
日 時間 場所

５ 月 21 日（ 月 ）午後２時から 明道公民館
５ 月 22 日（ 火 ）午後２時から 住吉公民館
５ 月 23 日（ 水 ）午後２時から 啓成公民館
５ 月 24 日（ 木 ）午後２時から 就将公民館
５ 月 25 日（ 金 ）午後２時から 義方公民館
５ 月 28 日（ 月 ）午後２時から 河崎公民館
５ 月 29 日（ 火 ）午後２時から 福生東公民館
５ 月 30 日（ 水 ）午後２時から 加茂公民館
５ 月 31 日（ 木 ）午後２時から 車尾公民館
６ 月 １ 日（ 金 ）午後２時から 福米東公民館
６ 月 ４ 日（ 月 ）午後２時から 崎津公民館
６ 月 ５ 日（ 火 ）午後２時から 福米西公民館
６ 月 ６ 日（ 水 ）午後２時から 和田公民館
６ 月 ７ 日（ 木 ）午前10時30分から 福生西公民館
６ 月 ８ 日（ 金 ）午後２時から 夜見公民館
６ 月 11 日（ 月 ）午後２時から 彦名公民館
６ 月 12 日（ 火 ）午後２時から 大篠津公民館
６ 月 13 日（ 水 ）午後２時から 富益公民館
６ 月 14 日（ 木 ）午後２時から 五千石公民館
６ 月 15 日（ 金 ）午後２時から 春日公民館
６ 月 18 日（ 月 ）午後２時から 尚徳公民館
６ 月 19 日（ 火 ）午後２時から 成実公民館
６ 月 20 日（ 水 ）午後２時から 巌公民館
６ 月 21 日（ 木 ）午後２時から 永江公民館
６ 月 22 日（ 金 ）午後２時から 大高公民館
６ 月 25 日（ 月 ）午後２時から 淀江公民館
６ 月 26 日（ 火 ）午後２時から 県公民館
■問合せ　長寿社会課
　　　　　（☎２３－５１３１、 ２３－５０１２）

　防災行政無線の時報メロディには、新米子市誕生10
周年を記念して制定した「米子市の歌」が流れています。
　４月末まで、歌の前半部分が流れていましたが、５月
１日から、夕方（午後５時）に流れるメロディのみ、歌
の後半部分に変わりますのでお知らせします。

　市民の皆さんに広く親しんでいただけるように、米子
の魅力が沢山つまった市の歌の歌詞を掲載します。ぜひ
口ずさんでみてください。
■問合せ　総務管財課
　　　　　（☎２３－５３３１、 ２３－５３９０）

夕方の時報メロディが変わります♪（５月１日～）

１
はるか大

だい せ ん

山　湧
わ

く清
し

水
み ず

流
な が

れ豊
ゆた

かに　すそ野
の

を拓
ひら

く
四
し き

季の恵
めぐ

みに　感
かん し ゃ

謝して
いのち育

はぐく

む　ふるさとよ
みんなで歌

うた

おう　心
こころ
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■申込・問合せ
▼健康対策課

☎２３－５４５２～５４５４　 ２３－５４６０
Ｅメール：kentai@city.yonago.lg.jp

▼こども相談課
☎２３－５４５６　 ２３－５４６０
Eメール：kodomosoudan@city.yonago.lg.jp
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

「なるほど子育て術」受講者募集

　子育てに困り感のある保護者のための子育て講座です。
今より、子育てが楽しく、ラクになるようなちょっとした
「コツ」や「ワザ」を楽しく一緒に学んでみませんか？
■と き　全５回シリーズ／午前９時30分～11時30分

月 日 内 容
第１回 ５月21日（月） ほめ上手になろう①
第２回 ６月１日（金） ほめ上手になろう②
第３回 ６月15日（金） 整え上手になろう
第４回 ６月26日（火） 伝え上手になろう
第５回 ７月10日（火） 座談会・終了証授与

■ところ　ふれあいの里　３階
■対 象　３歳から６歳までの未就学児の保護者で、５回

すべてに参加できる方
■定 員　10人程度（要申込、定員になり次第、締め切り。）
■テキスト代　1,100円
■申込受付期間　５月１日（火）から15日（火）
■申込・問合せ　こども相談課（☎２３－５４５６）
※託児をご希望の方は、お申込みの際にお申し出ください。
注意：講座には、米子市・他市町村の保健師・保育士など

が見学に入りますのでご了承ください。

悩みは自分だけじゃ
なくてみんなも同じ
事で悩んでいるんだ
なと思いました。

グループトークがあ
り、講義を一方的に
受けるだけでないの
がよかった。

米子市不妊治療費助成金　申請期限にご注意ください

　米子市では、本人または配偶者のいずれかが１年以上
継続して米子市に住所のある方を対象に、特定不妊治療
（体外受精および顕微授精）または人工授精に要した費
用の一部を助成金に上乗せして助成しています。
　平成30年２月、３月中に「平成29年度鳥取県特定不
妊治療費助成金交付決定及び額の確定通知書」または「平

成29年度鳥取県人工授精助成金交付決定及び額の確定
通知書」による鳥取県不妊治療費助成金の交付決定を受
けておられる方は、平成30年５月末まで申請すること
ができます。
■申請・問合せ　健康対策課健康企画係
　　　　（☎２３－５４５１、 ２３－５４６０）
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禁煙したい「あなた」を応援
世界禁煙デー in 米子イベント

最近、眠れていますか？

　５月31日の世界禁煙デーに合わせて、たばこの害な
どについてみんなで考えるイベントを開催します。禁
煙したい「あなた」を応援するイベントです。これを
機会にご家族みんなでたばこについて考えてみません
か？薬人（やくんちゅ）戦隊もやってきます！！ぜひ、
遊びに来てください。
■と き　６月３日（日）午後１時～３時
■ところ　イオン日吉津店　東館２階
　　　　　吹き抜け特設会場広場
■内 容
○禁煙相談コーナー
　専門医による禁煙相談・ニコチンパッチ無料処方
○体験コーナー
　ニコチン依存度チェック・肺年齢測定・呼気中一酸
化炭素濃度測定

○啓発コーナー
　小中学生の禁煙ポスター・標語の展示・紙芝居・禁
煙ぬり絵・貯「禁」箱の作成など

■主催・問合せ　世界禁煙デー in 米子 実行委員会
　　　　　　　　（☎３１－９３１９、 ３４－１３９２）

大大大大大大切大切大大切大切大切大切 ごなごなごなごなご家族家族家族家族を自を自を自を自死死で死で死で亡く亡く亡く亡くされされされされた方た方た方た方へへ
「家族の集い」のご案内

　「家族の集い」は、自死で家族を亡くされた方がががが
集集集集い、安心して語り合い、気持ちを分かち合う会でででで
すすすす。大切な人の思い出やあなたの気持ち、言葉にすすす
るるるると気持ちが少し軽くなるかもしれません。
　他の人のお話を聞くだけの参加や、匿名でも参加加加
でででできます。気が向いた時に直接会場にお出かけくだだだ
ささささい。※申込みは不要です。
■■■■と き　５月１日、７月３日、９月４日、11月６日、、、
平成31年３月５日の午後２時～３時30分（すべててて
火曜日）
　※天候不良などで開催を見合わせる場合がありままま
す。
■■■■ところ ふれあいの里４階
■■■■対 象　ご家族を自死で亡くされた方（自死されれれれ
た方の親、配偶者、兄弟、子どもなど）
■■■■問合せ 鳥取県立精神保健福祉センター
　　　　　　 （（（　（（（（☎☎☎☎０８０８０８０８０８５７５７５７５７５７－２２２２１－１１１１ ３０３０３０３０３０３１３１３１３１３１）））））））

　５月は気候が穏やかで気持ちの
よい時期ですが、進級や就職、転
勤など、生活環境が大きく変わっ
た方にとっては、新しい環境に慣
れるために無理をしてしまう時期
でもあります。
　ひとりで悩んでいませんか？　
あなたの周りにいつもと様子が違
う人がいませんか？

「昼間ウトウトする」のは睡眠不足のサインです
　その他、「ごはんをおいしく食べられない」｢ものご
とを悪い方にばかり考える ｣などの症状が２週間以上
続く場合は、心の健康に要注意！
　ひとりで抱え込まず、ぜひご相談ください。
【こころの相談窓口　－無料－】
　米子市健康対策課　　　　　　　　☎２３－５４５２
　西部総合事務所福祉保健局　　　　☎３１－９３１０
　鳥取県立精神保健福祉センター

☎０８５７－２１－３０３１

～家族より　タバコの方が　好きですか？～
（禁煙標語受賞作品）
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■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■法テラス（日本司法支援センター）無料法律相談会
離婚・借金・相続・成年後見など、法律問題全般に
ついて、弁護士が相談に応じます。要予約。米子市
在住または在勤の方で資力が一定額以下の方が対象。
（くわしくは法テラスまで。） ▼ 23日（水）午後２時～
４時。市役所本庁舎４階402会議室。１人30分、定
員４人。申込先：法テラス鳥取（☎０５０－３３８３－
５４９５（受付時間：平日午前９時～午後５時））／問
生活年金課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１）
■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題につ
いて、幅広く弁護士などが相談に応じます。 ▼毎週
月・木曜の午後１時30分～４時。☎０１２０－６５
－３９４８（通話料無料）／問高齢者支援センター
とっとり（鳥取県弁護士会内） （☎０８５７－２２－
３９１２）
■よなご暮らしサポートセンター総合相談
●一般相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
よなご暮らしサポートセンター（米子市社会福祉協
議会）職員が相談に応じます。予約不要、無料、電
話相談可。 ▼月～金曜日（祝日および年末年始の休日
は除く。）の午前９時～午後５時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、
費用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末
年始の休日は除く。月曜日が祝日・休日の場合はそ
の翌日）午後１時～３時／ふれあいの里１階／月～金
曜日（祝日および年末年始は除く。）の午前９時～午
後５時に、電話で予約／問よなご暮らしサポートセ
ンター（米子市社会福祉協議会内）（☎３５－３５７０）
■司法書士による「無料法律相談会」
相続・遺言、不動産の贈与・売買、不動産・商業登
記、成年後見の申立て、高齢者・障がい者の財産管
理、家賃・貸金・売掛金など140万円以下の民事紛争、
借金・多重債務問題、その他身の回りの法律問題に
ついて、司法書士が無料で相談に応じます。前日ま
でに要予約。 ▼ 25日（金）午後６時～８時／米子コ
ンベンションセンター　第１会議室／問鳥取県司法
書士会（☎０８５７－２４－７０２４）

一般公開健康講座（第85回）
■と き　５月17日（木）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■テーマ　「あなたのその頭痛、大丈夫ですか？」
■講 師　さくま内科・脳神経内科クリニック　
　　　　　院長　佐

さ く ま

久間　研
け ん じ

司さん
　４人に１人が悩んでいるといわれる頭痛。頭痛のほと
んどは、生命に関わらない怖くない頭痛ですが、まれに、
放置すると怖い頭痛があります。
　また、市販の頭痛薬を毎日のように飲んでいると、そ
のことが原因で頭痛が治りにくくなる“お薬飲みすぎ頭
痛”を引き起こします。
　今回は、誰でも経験しうる頭痛の最新の話題と、「医
者いらずになれるかも？」家庭でできる対処法について
ご紹介します。
※入場無料、申込不要
■問合せ　（公社）鳥取県西部医師会（☎３４－６２５１）

ふれあいの里　健康講座
～心と身体の健康ステージ～

■と き　５月25日（金）午後１時30分～１時間程度
■ところ　ふれあいの里　４階　中会議室
■テーマ　「大腸がんの予防と対策」
■講 師　医療法人同愛会 博愛病院
　　　　　副院長　浜

はま も と

本　哲
てつ ろ う

郎さん
大腸がんにならないための生活習慣、検診で便潜血陽性
となった場合の対処法、大腸疾患に対するさまざまな検
査法などについてお話します。
※入場無料、申込不要。開始時間までにお越しください。
なお当日は、席に限りがありますので、お早めにお
越しください。

■問合せ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの
里）指定管理者　株式会社さんびる（☎２３－５４９１）

山陰労災病院　健康講話（第242回）
■と き　５月22日（火）午後２時～３時30分
■ところ　山陰労災病院３階会議室
■講 師　山陰労災病院　消化器内科医師
　　　　　川

か わ た

田　壮
そう い ち ろ う

一郎さん
※入場無料、申込不要
■問合せ　山陰労災病院（健康講話担当）（☎３３－
８１８１【内線６７４１】、 ２２－９６５１）
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■法律相談センター米子
法律に関する困りごと全般について、弁護士が相談
に応じます。１件30分5,000円。※ただし、多重
債務（クレジット、消費者金融など）の相談は無料。
要予約（受付：平日午前９時～午後５時） ▼毎週火曜
日の午後３時～７時／米子天満屋４階／問鳥取県弁護
士会米子支部（☎２３－５７１０）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階生活年金課内）／問米子市消費生活相
談室（☎３５－６５６６）
■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 10日（木）、６月１日（金）午後１時～４時／市役所
第２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５、
３７－３１８４）※鳥取地方法務局米子支局では、

平日の午前８時30分から午後５時15分まで、人権相
談に応じています。（専用ダイヤル☎０５７０－００３
－１１０）
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼ 12日（土）・６月９日（土）の午前10時
～午後２時／米子市立図書館１階対面朗読室／問鳥取
県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■多重債務・法律相談会
多重債務や借金に関する困りごとについて、弁護士
や司法書士などが無料で相談に応じます。１件30分、
要予約。 ▼17日（木）午後１時30分～４時／鳥取県西
部総合事務所／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８、 ３４－２６７０）・米子市消
費生活相談室（☎３５－６５６６、 ２３－５３９１）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委
員が相談に応じます。予約不要。 ▼９日（水）、24日
（木）、の午後１時～４時／市役所本庁舎４階402会議
室／６月６日（水）／市役所第２庁舎２階第１会議室／
問生活年金課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１）

■不動産無料相談会
不動産取引全般に関する無料相談会を開催します。

▼ 27日（日）午前10時～午後４時／ふれあいの里
４階福祉団体活動室／問全日本不動産協会鳥取県本
部（☎０８５７－２９－５４１１、 ０８５７－２９－
５４２２）

無料法律相談・裁判所見学会
　５月１日から７日までの憲法週間にちなみ、裁判所、
検察庁、法務局および弁護士会の共催により、鳥取県
弁護士会による「無料法律相談」と鳥取地方・家庭裁
判所による「裁判所見学会」を行ないます。
○無料法律相談
■と き　５月17日（木）午前10時～午後３時
■ところ　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
■定 員　30人程度（当日受付順）　・予約不要　
■問合せ　鳥取県弁護士会
　　　　　（☎０８５７－２２－３９１２）
※当日のお問い合わせは、　鳥取地方・家庭裁判所米
子支部庶務課（☎２２－２２０５）までお願いします。
○裁判所見学会
■と き　５月31日（木）午後１時30分～４時
■ところ　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
■内 容　裁判員制度説明、模擬裁判、裁判員法廷

の見学
■定 員　24人（申込受付順）※要事前申込
■申込・問合せ　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
　　　　　　　　庶務課（☎２２－２２０５）

精神障がい者家族相談ダイヤル
・家族による家族のための電話相談です。
・相談料無料（通話料は別途かかります。）
・匿名でも相談はお受けします。
■実施日　毎月第１･３木曜日　午後１時～４時

月 日 月 日
４月５日・19日 10月４日・18日
５月３日・17日 11月１日・15日
６月７日・21日 12月６日・20日
７月５日・19日 平成31年１月17日
８月２日・16日 ２月７日・21日
９月６日・20日 ３月７日・21日

■電話番号　０９０－３８８０－３４９８
■実施者　鳥取県精神障害者家族会連合会



23日（水）午前10時～正午、予約不要、
相談無料。元保育士が子育て中の保
護者の悩みの相談にのります。
プラネタリウム
☆投影開始時刻

「○」…通常投影（40分）『金星のひ
みつ』
「キッズ」…幼児向け投影（25分程
度）『天をかつぐ巨人』
「団体投影」も行なっています。ご
都合のよい時間に投影することも可
能です。要事前予約。
観覧料金　小学生～高校生50円（土
日祝は無料）、大学生・一般310円、
幼児・70歳以上・障害者手帳をお
持ちの方と付き添いの方１人は無
料。その他割引料金あり。入場の際
にお尋ねください。
天体観測会「夜空の“ハチの巣”探し」
５日（土・祝）午後８時集合。対象：
どなたでも可、14組、無料。電話
受付中。
マタニティプラネタリウム
14日（月）午前10時30分～11時
15分、対象：妊娠中の方とその家
族・ご友人（大人限定）、観覧無料、
100人。
ナイトプラネタリウム　島根大学放
送部制作　謎解きラジオドラマ
19日（土）午後７時～７時40分、星
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春のセンターこども大会！
「大きな宇宙と小さな宇宙」
３日（木・祝）～６日（日）ゴールデ
ンウィークも児童文化センターで遊
ぼう！くわしくはセンター催し物案
内、またはセンターホームページを
ご確認ください。
米子マジック同好会　スペシャルマ
ジックショー
３日（木・祝）午後１時開演、開場：
午後０時45分、入場無料
裏千家のお茶体験（共催：裏千家有志）
５日（土・祝）午前10時、午後１時～。
定員各回５組、参加費１人300円（２
人ペア500円）、電話受付中。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午前10時
30分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読ボラン
ティア火曜の会）
13日（日）午前11時～11時30分、
対象：幼児～大人。
おはなしひろば
19日（土）午後２時30分～３時、対象：
幼児～大人。
だくちるおはなし会
（共催：おはなしグループだくちる）
26日（土）午後２時15分～２時45分。
対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」

空をテーマにしたラジオドラマ。対
象：大人のみ先着100人、観覧無料。
こども生け花体験
12日（土）午前10時～正午、対象：
小学３年生～中学生。身近なお花を
使って15cm の立方体に収まるサ
イズのミニ生け花を体験します。花
ばさみ、タオル、新聞紙、ミニカッ
プ（プラスチック、ガラス可）を持
参ください。10人、材料費200円。
４月28日（土）から５月５日（土・祝）
まで電話受付。
おもちゃの病院
13日（日）①午前10時～②午前11
時～、対象：幼児～中学生、各回６
組、診察料：無料（部品代のみ実費）。
修理できないおもちゃもあります。
※１家族１点限り。４月29日（日・
祝）から電話受付。
春のバラ展（主催：米子バラ会）
19日（土）午前10時～午後４時、
20日（日）午前10時～午後３時。
わたを育てよう
「第１回（全５回）～わたの紙芝居
＆わたの種をまこう～」20日（日）
午後１時～３時、対象：幼児～大人
（幼児は保護者同伴）、10組25人。
参加費無料、講師：ねこじゃらし中
原さん、６日（日）から電話受付。
木のおもちゃクラブ「もくもく」
初心者の日
23日（水）午前10時～正午、対象：
大人。はがきサイズの木のパズルを
作ります。４人、参加費450円。６
日（日）から電話受付。
ものづくり道場の手作りのへや
「ビー玉万華鏡」（主催：ものづくり
協力会議・ものづくり道場）
26日（土）午後１時30分～３時頃。
対象：幼児～小学生（幼児は保護者
同伴）、30人、100円。12日（土）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

７
14
21
28

６
13
20
27

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

５
12
19
26

３
10
17
24
31

４
11
18
25

５月
の催し

11時 １時 ２時 ３時 ４時
平日 ○ ○

土・日・祝 ○ キッズ ○ ○ ○
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から電話受付
■開館時間（電話受付時間）
　午前９時～午後５時
■今月の休館日
　毎週火曜日と７日、９日
■多目的ホールと研修室は開館日の
午後10時まで利用可。有料・要事
前申込（１週間前まで）。

企画展
「大山周辺の石造物～石仏・石塔～」
いにしえより人々のさまざまな祈り
の対象として信仰されてきた「大山」
の山内や裾野の石造物を写真や拓本
で紹介し、その歴史を辿ります。会
期：４月29日（日・祝）～８月26日
（日）。会場：第１展示室。観覧料：
一般300円※ 70歳以上の方、大学
生以下の方、障がいのある方（介護
者１人を含む。）は無料。
民話のへや
日時：５月20日（日）午後１時30分～、
場所：２階いろりの間。語り：ほう
き民話の会。内容：産神さまの運定
め　他３話、民具あれこれ。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで）
■今月の休館日　毎週火曜日
※駐車場は、米子市役所駐車場をご
利用ください。駐車券を歴史館まで
お持ちいただきますと２時間無料に
なります。

特別共催展「アール・ヌーヴォーの
華　ミュシャ展」
会期：４月28日（土）～６月３日（日）
【会期中無休】。観覧料：一般1,000

円、高校・大学生600円、中学生
以下無料。15人以上の団体、障が
いのある方（付き添い１人を含む）
は800円。その他各種割引あり（重
複利用不可）。
【関連事業】
学芸員によるギャラリートーク
日時：12日（土）、19日（土）各日
午後２時～。会場：本展会場内。※
当日有効の観覧券が必要です。
■開館時間　午前10時～午後６時
（ミュシャ展会期中のみ、入館は午
後５時30分まで）
■今月の休館日　なし

常設展
市内の遺跡から発掘された主な出土
品を紹介しています。
体験コーナー
無料：火起こし・弓矢・拓本体験、
有料：勾

まが

玉作り体験ができます。
■観覧料　無料
■開館時間
　午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日と２
日、７日、９日、10日

童謡をみんなでうたう会
入会受付中

▼月曜コース　（参加費1,000円／
年度、200円／体験１回）
14日（月）午前10時30分～

▼木曜コース　（参加費1,000円／
年度、200円／体験１回）
24日（木）午前10時30分～。

▼チャイルドコース　（参加無料）
24日（木）午前11時30分～正午。

■開館時間　午前9時～午後10時
■今月の休館日　毎週火曜日

ランチタイムレコード
今月のＬＰ
レ コ ー ド
は、1979
年に日本で
も ヒ ッ ト
し た ア バ
「ヴーレ・
ヴー」です。「チキチータ」や「アイ・
ハヴ・ア・ドリーム」など全10曲
を聴いていただきます。８日（火）
午後０時15分～１時、米子市淀江文
化センターロビーにて開催。入場無
料、パンやコーヒーの販売もありま
す。
日吉神社に集まるどうぶつたち
４月28日（土）～５月７日（月）午前
９時～午後10時。日吉神社にある
定点カメラで撮影されたキツネやア
ライグマなどの動画や写真を展示し
ます。
■開館時間　午前９時～午後10時
■今月の休館日　毎週水曜日

５月ロビー展
写真展「おっちゃんとおばちゃんの
ファインダー越しの世界」
期間：２日（水）～31日（木）。入園料：
大人200円、小・中学生100円
■開館時間
　午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　９日、23日



米子市立図書館
☎２２－２６１２
２２－２６３７

開館時間　平日：午前９時～午後７時、土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、31日（月末資料整理）

行事・催し 日にち・時間

お
は
な
し
会

木曜おはなし会
協力：ほしのぎんか、火曜の会 毎週木曜日　午前10時40分～11時30分　０歳の赤ちゃんから。※５月31日は休館日

夕方おはなし会（図書館職員）８日（火）午後４時～。来られたお子さんの年齢に合わせて行ないます。
おはなしかご
協力：米子おはなしかご 19日（土）午前10時30分～11時　ストーリーテリング（語り）です。

各
種
講
座

つつじ読書会 ５日（土）午後２時～４時『ギリシア人の物語　Ⅲ』塩野七生：著　新潮社（初めての方は要連絡）
こどものための論語教室 13日（日）午前10時30分～11時30分　（初めての方は要連絡）
楽しく漢文に学ぶ会 ６日（日）午後１時30分～３時30分　（初めての方は要連絡）

いきいき長寿音読教室 ９日（水）午前10時30分～11時30分。初心者の方でも大丈夫です。要予約（図書館まで）。
定員20人。次回は６月13日（水）開催（５月10日（木）から受付開始）。

鳥取サイエンス・アカデミー
（ライブ中継）

12日（土）午前10時30分～正午。「鳥取における民間医療を歴史的に考える」講師：地域
学部　教授　岸

きしもと

本覚
さとる

さん。26日（土）午前10時30分～正午。「毒をもって毒を制す～ウイ
ルスでがんを治せるか～」講師：医学系研究科　准教授　中

なかむら

村貴
たかふみ

史さん。

古文書研究会 26日（土）午後１時30分～３時。「多
た び の み ち く さ

比能実知久佐」を読みます。講師：中
なか

宏
こう

さん

伯耆文化研究会
記念講演ならびに総会

13日（日）午後１時30分～３時　「山陰地域の近現代史研究の課題」　講師：板
いたがき

垣貴
たか

志
し

さん（島
根大学法文学部准教授）。講演会終了後総会を開催します。会員の方はお残りください。

そ
の
他

第32回朗読コンサート
「おかあさんだぁ～いすき」
　～母の日に寄せて～

12日（土）午後１時30分～３時。米子市朗読ボランティア「火曜の会」さんによる恒例の
朗読コンサート。人形劇、詩の朗読、絵本シアター、ペープサートなど、楽しい企画がいっ
ぱい！大人も子どももご家族みんなで楽しめます。入場無料。

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
要
予
約
）

起業・経営なんでも相談会 ６日（日）午後１時～５時　中小企業診断士による相談会。予約先：米子市立図書館

起業・事業融資相談会 ６日（日）午後１時～５時　融資・補助金等に関する相談会
予約先：日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１、 ３３－４２０３）

よなご若者サポートステー
ション出張相談

15日（火）午後１時～５時　15歳～39歳の若者の就労・社会参加に向けての相談
予約先：よなご若者サポートステーション（☎・ ２１－８７６６）

ビジネス情報相談会 18日（金）午後１時～３時　ビジネスに関するあらゆる情報の相談や経営の相談に応じます。
予約先：米子市立図書館

就農相談会 20日（日）午前10時～午後３時　就農企画員が相談に応じます。予約先：鳥取県農業農村
担い手育成機構（西部総合事務所）（☎３１－９６４４、 ３５－０１９８）

特許無料相談 22日（火）午後１時～４時　特許・商標・実用新案等に関する相談。予約先：米子市立図書館

そ
の
他

こころの相談会【要予約】
９日（水）午後２時～４時　悩んでいること、つらく、苦しいことなど、産業カウンセラーに
話してみませんか？会場：ボランティア室。予約先：ライフサポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８（平日午前９時30分～午後５時30分） ０８５７－３２－５４５４）

行政書士無料相談会 12日（土）午前10時～午後２時　１階対面朗読室。予約不要。
問合せ：鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

【２階ギャラリー】●　「エシカル・アート展～児童養護施設　光徳子供学園子供達の作品展」（主催：つながる SKK48）～６日（日）
最終日は午後４時まで
●　「平成30年度消費者月間『ともに築こう　豊かな消費社会～誰一人取り残さない～』」生活年金課。８日（火）午前９時30分
～18日（金）最終日は午後３時まで

●　「日韓合同写真展～こころの風景」　同時開催　「韓国江原道紹介コーナー～写真で旅する江原道」　米子写交会。19日（土）
～27日（日）最終日は午後４時まで

ぶらりらいぶらり　～思わず空を眺めたくなる本をご紹介します～
『Mr. トルネード　藤田哲也　世界の空を救った男』佐々木健一著　文藝春秋
竜巻大国のアメリカで、竜巻の強さを表す「Fスケール」を世界で初めて考案したのは、日本では無名の藤田哲也と
いう男でした。彼はやがて頻繁に起きていた謎の飛行機墜落事故の原因を発見し、何百人という命を救うのです。物
理学者、天才気象学者、いくつもの頭脳をもつ藤田氏の独特な研究法とその人生は、どんな小説よりも夢中になって
しまいます。

『稲垣足穂作品集』稲垣足穂著　新潮社
幻想的な代表作「一千一秒物語」など、足穂を代表する作品がつまった珠玉の一冊。足穂が生まれた 1900年代は、
飛行機の黎明期ともいえる時代でした。彼は空を飛ぶことについて「私たちの平面の世界を立体にまでおしひろげよ
うとする努力である」と述べ、空への憧れを語っています。足穂の作品に登場する月や星は、果てしなく遠い天体で
はなく、平面に住む地上の人間たちと交流し、私たちと天空の世界を近づけてくれるような気がします。



クロスジギンヤンマ

　米子水鳥公園のメダカ池では、５月になるとトンボ
の仲間がみられるようになります。その中で最も大き
くて美しいのがクロスジギンヤンマです。
　クロスジギンヤンマは、ふつうにみられるギンヤン
マとよく似ていますが、胸の横に黒い線があり、おな
かに青い水玉模様が並んでいるので見分けられます。
ギンヤンマが明るくて広い池を好むのに対して、クロ
スジギンヤンマはやや暗い小さめの池を好む傾向があ
ります。メダカ池では、ギンヤンマもクロスジギンヤ
ンマも見られます。
　クロスジギンヤンマのオスは、メダカ池をぐるりと
巡回して、自分の縄張りをパトロールします。そして、
ほかのトンボがやってくると、侵入者を激しく攻撃し
て追い払います。いくら観察していても何かにとまる
気配はなく、常に飛びっぱなしなので、すばやく池の

上を飛び交うクロス
ジギンヤンマを観察
するのは大変です。
　しかし、クロスジ
ギンヤンマをじっく
りと観察するチャン
スがあります。それ
は、メスが産卵する
ときです。クロスジギンヤンマのメスは、単独で池の
水面に茂る水草にとまり、おなかの先を伸ばして水中
の水草の中に卵を産み付けます。このとき、水草の上
にじっととまっているので、観察しやすいです。
　しかし、大変用心深いので、近づくとすぐに飛び去っ
てしまいます。
　そこで、肉眼で姿を確認したら、４ｍ以上離れて双
眼鏡などで観察するのがおすすめです。ギンヤンマは、
オスとメスが連結したまま産卵することが多いので、
単独で産卵していたらクロスジギンヤンマかもしれま
せん。
　オス（写真左上）は、複眼やおなかの根元と水玉模
様が鮮やかな青で大変美しく、メスは全身が緑色と茶
色で、オスよりも地味な色をしています。なかなか近
づけないので観察しづらいトンボですが、ご希望の方
には双眼鏡を貸し出しします。お気軽にご相談くださ
い。

米子水鳥公園主任指導員　桐
きりはら

原　佳
けいすけ

介

水鳥公園からのたより 米子水鳥公園（☎２４－６１３９・ ２４－６１４０）

５月に見られる生きものたち
鳥類：キジ、カルガモの親子、チュウサギなどのサギ類、オオタカなどのタカ類、カワウ、
カイツブリ、オオバン、セイタカシギなどのシギ類、オオヨシキリなどの小鳥類　哺乳類：
アブラコウモリなど　爬虫類：ミシシッピアカミミガメなど　両生類：トノサマガエル
など　魚類：メダカなど　昆虫類：アオモンイトトンボ　など。

５月の催し
「第８回園児が描いた鳥の絵展」
水鳥公園周辺の園児たちが描いた、
かわいい鳥の大きな絵を展示しま
す。31日（木）まで。
GW自然観察会
○春の昆虫ウォッチング！
冬眠から目覚めた昆虫たちを探して
観察します。３日（木・祝）午前10
時～正午。対象：小学生以上がおす
すめ・定員12組・当日受付。持ち物：
虫捕り網、虫かご（持っていない人
は貸し出し可）
○木の葉っぱでスタンプをしよう！
みどりの日を記念して、野外で木の
葉っぱをひろい、これにスタンプの
インキをつけて大きな紙にスタンプ
します。４日（金・祝）午前10時30

分～11時30分。対象：小学生がお
すすめ・定員なし・当日受付
○夜のコウモリウォッチング！
暗くなってから空を飛び交うコウモ
リを観察し、特別な機械でコウモリ
が出している超音波を聞いてみま
す。標本や写真でコウモリの生態に
ついてもご紹介します。５日（土・祝）
午後７時～８時。対象：小学生以上
がおすすめ・当日受付
○米子水鳥公園バックヤードツアー
普段お見せしていない、米子水鳥公
園の裏側を特別にご案内します。６
日（日）午前10時30分～11時30分。
定員：先着15人・要予約
愛鳥週間記念企画
「子ども自由研究相談会」
生き物をテーマとした自由研究の取
り組み方のヒントをご紹介します。

夏休みの宿題である自由研究でお悩
みの方におすすめです。12日（土）
午後２時～４時。定員：小学生の親
子対象・先着12組・要予約

●水鳥公園のイベントは、とっとり
県民カレッジ連携講座です。
●会場はすべて水鳥公園ネイチャー
センターです
●米子水鳥公園の催しへの参加には
入館料が必要です。手作り自然教室
の参加費は、入館料を含めた大人・
子ども一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の方は
310円、その他は無料です。
■５月の開館時間
　午前９時～午後５時30分
■休館日　毎週火曜日



伯耆国「大山開山1300年祭」の幕開け！！

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　　米子市の人口と世帯数米子市の人口と世帯数 平成30年３月末日現在（住民基本台帳による。）平成30年３月末日現在（住民基本台帳による。）　　※（　）内は前月比※（　）内は前月比
人口人口 148,005人（－715人）148,005人（－715人）男性男性 70,343人（－447人）70,343人（－447人）女性女性 77,662人（－268人）77,662人（－268人）世帯数世帯数 66,171世帯（－55世帯）66,171世帯（－55世帯）

　いよいよ、今月から大山開山1300年祭が本格的に始まります。
　ぜひさまざまなイベントにご参加いただき、大山の魅力をご体感ください。
　この他にも期間中はたくさんのイベントが行なわれます。公式ホームページやフェイスブックに
て随時お知らせします。

伯耆国「大山開山1300年祭」実行委員会
（☎３１－９３７１、公式ホームページ　http://www.daisen1300.org/）

第３回お地蔵さまフェスティバル
■と き　５月13日（日）午前９時20分～午後３時20分
■ところ　大山寺参道周辺
　地域の皆さんにお地蔵さまと大山の関係について学び、より大山に興味を持っていただくためのイベントです。
日頃の感謝をこめてのお地蔵さま清掃、キーホルダー作りやクイズラリーなど、どなたでも楽しめる催しが盛り
だくさんです。

特別御朱印・御朱印帳
　大山寺では、開創1300年を記念し、特別なデザインを施した御朱印帳が販売されます。
また、御朱印も特別デザインとなり、いずれも今年限りの仕様となります。
■販売期間　５月20日（日）～11月30日（金）
■販売場所　大山寺本堂
■販売金額　特別御朱印帳5,000円　御朱印300円

皆生・大山 SEA TO SUMMIT　10th　アニバーサリー大会

御朱印帳


